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補
習
校
運
営
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山 

佳
弘 

補
習
校
か
、
日
本
人
学
校
か 

特 

集 
ブ
ダ
ペ
ス
ト
補
習
校
の 

現
在
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
日
本
人
補
習
校
（
以

下
、
補
習
校
）
は
準
全
日
制
補
習
授
業
校

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
文
部
科
学
省
か
ら

員
を
一
名
派
遣
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

   

今
後

い
て 
に
つ

 
 

 

教

 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
補
習
校
が
文

部
科
学
省
の
定
め
る
準
全
日
制
補
習
授
業

校
の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に

来
て
小
泉
首
相
の
『
聖
域
な
き
構
造
改
革
』

と
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
財
政
見
直

し
に
当
補
習
校
も
引
っ
か
か
り
、
こ
の
ま

ま
の
体
制
で
は
派
遣
教
諭
打
ち
切
り
と
い

う
瀬
戸
際
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
参

考
で
す
が
、
準
全
日
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

は
欧
州
に
お
い
て
は
当
ブ
ダ
ペ
ス
ト
補
習

校
の
み
で
、
世
界
的
に
み
て
も
生
徒
数
六

〇
名
以
上
で
準
全
日
制
な
の
は
ブ
ダ
ペ
ス

ト
だ
け
で
す
。
（
他
の
準
全
日
制
補
習
授

業
校
は
す
べ
て
三
〇
名
以
下
で
基
準
を
満

た
し
て
い
る
と
き
い
て
お
り
ま
す
） 

幸
い
今
回
は
、
大
使
館
の
ご
尽
力
、
ま

た
父
兄
か
ら
の
熱
意
（
年
末
に
遠
山
文
部

科
学
大
臣
宛
て
に
嘆
願
書
送
付
）
が
伝
わ

っ
た
の
か
、
吉
原
先
生
の
後
任
に
加
茂
先

生
が
四
月
よ
り
着
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 
た
だ
今
回
の
派
遣
決
定
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
よ
り
条
件
が
つ
い
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
の
業
態
を
続
け
る
な
ら
（
基
準

を
満
た
さ
な
い
準
全
日
制
の
継
続
）
、
次
回

の
教
員
派
遣
は
打
ち
切
る
と
い
う
も
の
で

す
。
要
は
、
今
回
の
派
遣
決
定
は
、
『
い
き

な
り
の
派
遣
打
ち
切
り
は
学
校
運
営
に
支

障
来
た
す
だ
ろ
う
か
ら 

今
回
派
遣
教
員

任
期
二
年
の
間
に
将
来
の
方
針
を
決
め
な

さ
い
』
と
い
う
猶
予
期
間
で
す
。 

 

準
全
日
制
補
習
授
業
校
と
は
、
全
日
制

日
本
人
学
校
（
以
下
、
全
日
制
）
へ
移
行

す
る
前
段
階
で
の
設
置
措
置
で
、
適
当
な

国
際
学
校
が
存
在
せ
ず
且
つ
日
本
人
子
女

が
少
な
い
等
の
理
由
で
全
日
制
開
校
基
準

を
満
た
さ
な
い
場
合
に
創
設
さ
れ
る
も
の

で
す
。 

 

年
間
授
業
日
数
に
つ
い
て
も
、
各
学
年

一
七
五
日
以
上
が
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

一
．
準
全
日
制
補
習
授
業
校
の
設
置

基
準
と
現
補
習
校
の
業
態 

こ
れ
に
対
し
、
①
当
地
で
は
ア
メ
リ
カ
ン

ス
ク
ー
ル
等
国
際
学
校
が
存
在
す
る
②
年

間
授
業
日
数
は
一
二
〇
日
前
後
と
こ
の
二

点
が
大
き
く
抵
触
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

特
に
②
年
間
授
業
日
数
に
つ
い
て
、
一
七

五
日
確
保
す
る
に
は 

ほ
ぼ
四
日
／
週
の

授
業
実
施
が
必
要
で
、
夕
方
ま
で
の
国
際

学
校
終
了
後
、
現
状
約
二
―
三
日
／
週
で

も
体
力
的
な
負
担
が
大
き
い
だ
け
に
（
特

に
低
学
年
児
童
）
こ
れ
以
上
の
授
業
日
数
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二
．
今
後
の
選
択
肢 

補
足
と
し
て
、
①
に
つ
い
て
全
日
制
の
学

校
を
設
立
し
て
も
そ
の
中
に
一
日
／
週

（
土
曜
日
）
だ
け
の
補
習
校
併
設
は
可
能
、

ま
た 

②
に
つ
い
て
は 

現
体
制
（
二
―

三
日
／
週
）
維
持
す
る
為
に
は
、
派
遣
教

諭
打
ち
切
り
に
よ
り
専
任
講
師
増
員
要

（
授
業
料
Ｕ
Ｐ
）
、
ま
た
は
現
行
授
業
料
維

持
す
る
な
ら
授
業
日
数
減
を
考
え
る
必
要

が
有
り
ま
す
。 

①
全
日
制
へ
の
移
行 
（
生
徒
・
児
童
数

三
〇
名
以
上
確
保
が
必
要
） 

考
え
ら
れ
る
選
択
肢
と
し
て
以
下
の
業

態
が
あ
り
ま
す
。 

増
加
は
不
可
能
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。 

②
現
行
通
り
の
補
習
校
（
た
だ
し
、
日
本

か
ら
の
派
遣
教
諭
な
し
） 

 

三

 

全
日
制
を
選
択
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、 

①
文
部
科
学
省
か
ら
一
〇
名
程
度
教
員
が

派
遣
さ
れ
、
全
く
日
本
と
同
じ
教
育
課
程

で
の
授
業
実
施
が
可
能 

と
い
っ
た
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
ま
す
。 

②
日
本
か
ら
転
入
し
て
き
た
生
徒
の
精
神

的
・
身
体
的
負
担
が
小
さ
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
適
応
可
能 

⑤
国
際
学
校
＋
補
習
校
に
比
べ
、
授
業
料

負
担
が
軽
減
さ
れ
る 
④
進
路
指
導
、
教
育
相
談
等
が
充
実
す
る
。 

③
小
学
校
、
中
学
校
の
卒
業
資
格
が
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
日
本
の
学
校
に
進
学
で
き
る
。 

．
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト 

し
か
し
一
方
、
全
日
制
通
学
と
な
る
と
、

国
際
学
校
へ
通
学
で
き
な
い
（
せ
っ
か
く

外
国
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
外
国
語
を

習
得
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
）
、
日
本
に
帰

国
後
編
入
・
受
験
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
大
き
い
（
海
外
で
国
際
学
校
に
通
学
し

て
い
た
場
合
、
優
先
的
に
入
学
で
き
る
制

度
を
持
っ
て
い
る
学
校
が
有
る
が
、
全
日

制
通
学
の
為
そ
の
特
別
枠
が
使
用
で
き
な

い
と
塾
等
に
通
い
日
本
で
受
験
勉
強
し
て

い
る
子
供
に
勝
て
な
い
と
い
危
惧
）
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

三

 

と
現
体
制
を
支
持
さ
れ
る
方
が
、
過
半

数
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
二
％ 

四
．
ア
ン
ケ
ー
ト 

そ
こ
で
年
末
現
在
補
習
校
に
通
わ
れ
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
ご
父
兄
の
方
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。 

二
位 

全
日
制
を
希
望 

 
 
 
 

三
〇
％ 

一
位 

現
行
通
り
の
補
習
校
を
希
望 

結
果
は
、 

        

位 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 
 

八
％ 
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五
 

た
だ
、
補
習
校
を
希
望
さ
れ
た
方
の
中

で
も
一
日
／
週
の
授
業
日
数
を
希
望
さ
れ

た
方
も
多
く
、
ま
た
企
業
と
し
て
も
全
日

制
が
な
い
為
に
駐
在
を
断
念
若
し
く
は
単

身
赴
任
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
有

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

る

 

そ
こ
で
、
全
日
制
若
し
く
は
国
際
学
校

＋
補
習
校
（
一
日
／
週
）
ど
ち
ら
か
の
選

択
肢
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
日
制
設

立
（
一
日
／
週
の
補
習
校
併
設
）
を
考
え

た
場
合
、
現
実
的
に
設
立
可
能
な
の
か
ど

う
か
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

全
日
制
と
な
る
と
現
在
の
補
習
校
（
モ
ー

リ
ツ
高
校
の
仮
住
ま
い
）
は
継
続
し
て
使

え
な
く
な
り
、
新
た
に
適
当
な
校
舎
選
択

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

．
今
後 

 

四
月
か
ら
の
補
習
校
運
営
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
、
新
任
の
派
遣
教
諭 

加
茂
先
生
、

大
使
館
の
担
当
官
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の

設
立
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
校
舎
の

選
定 

資
金
面 

許
認
可
等
を
検
討
頂
き
、

可
能
と
判
断
さ
れ
た
段
階
で
、
設
立
意
思

決
定 

↓ 

設
立
準
備
委
員
会
へ
の
移
行

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た 

も
し
設
立
と
な
っ
て
も 

早
く

て
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
四
月
開

校
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

設
立
と
な
れ
ば
、
か
な
り
の
仕
事
量
が

予
想
さ
れ
、
運
営
委
員
会
関
係
者
だ
け
で

は
負
担
が
大
き
過
ぎ
、
補
習
校
に
通
学
さ

れ
て
い
る
生
徒
の
父
兄
、
商
工
部
会
・
日

本
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
節
は
、
宜
し
く
お
願
い
し
た

く
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

         

                       

 - 4 - 



 

補
習
授
業
校
の
展
開

つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
原 

稔
祐 

Ⅰ
．
文
部
科
学
省
か
ら
本
校
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
確
認
さ
れ
た
こ
と 

こ
れ
か
ら
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
日
本
人 

○
補
習
授
業
校
（
現
行
の
準
全
日
制
で
は

な
い
） 

（
期
限:

平
成
一
五
年
一
二
月
末
ま
で
に

決
定
し
、
在
外
公
館
を
通
じ
、
文
部
科
学

省

文
書
で
連
絡
） 

へ
２ 

在
外
公
館
（
松
本
大
使
、
伊
佐
敷
公

使
、
加
藤
理
事
官
等
）
及
び
運
営
委
員
会

の
尽
力
で
、
文
部
科
学
省
よ
り
次
期
教
員

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
文
部
科

学
省
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
連
絡
が
あ

っ
た
。 

１ 

現
在
の
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
準

全
日
制
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
の
補
習

授
業
校
あ
る
い
は
全
日
制
日
本
人
学
校
の

い
ず
れ
か
へ
の
移
行  

 

に

い
て 

↓
次
期
派
遣
教
員
の
任
期
二
年
、
以
後
の

文り 

     

○ ＊派二

  数参［な
  
           

○さ○校いて人校教学
部
科
学
省
か
ら
の
派
遣
教
員
は
打
ち
切

日
本
人
学
校
↓
次
期
派
遣
教
員
の
任
期

年
～
四
年 

補
習
授
業
校
に
な
っ
た
場
合
、
以
後
の

遣
は
な
い
こ
と
を
確
認 

以
後
、
児
童
生
徒
数
に
見
合
っ
た
教
員

を
文
部
科
学
省
か
ら
派
遣 

                   

考
資
料
１ 

故
、
準
全
日
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
変
更
し

け
れ
ば
、
な
ら
な
い
の
か
？
］ 

準
全
日
制
補
習
授
業
校
の
基
準
を
満
た

な
い
為 
準
全
日
制
補
習
授
業
校
は
、

人

へ
移
行
す
る
為
の
前
段
階
の
学
校
あ
る

は
主
に
ア
ジ
ア
、
ア 

フ
リ
カ
等
に
お
い

、
適
当
な
国
際
学
校
が
存
在
せ
ず
、
日
本

子
女
が
少
数
な
為
、
日
本
人
学
校
の
開 

ま
で
至
ら
な
い
場
合
に
、
日
本
人
子
女
の

育
権
を
確
保
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た

校
で

日
本

学

あ
る
為 

参

 

イ

 
 

 

ブ

 
 メ

 
 ハ

 
 ニ

 
 オ

 
 タ

 
 

考
資
料
２
［
準
全
日
制
補
習
授
業
校 

一
覧 

二
〇
〇
三
年
一
月
現
在
］ 

ン
ド
：
チ
ェ
ン
ナ
イ
補
習
授
業
校 

 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
一
名 

ル
ネ
イ
：
ブ
ル
ネ
イ
補
習
授
業
校 

   

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

七
名 

キ
シ
コ
：
グ
ァ
ダ
ハ
ラ
補
習
授
業
校   

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
二
六
名 

ン
ガ
リ
ー
：
ブ
ダ
ペ
ス
ト
補
習
授
業
校 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
六
一
名 

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
： 

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
補
習
授
業
校  

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
九
名 

マ
ー
ン
：
オ
マ
ー
ン
補
習
授
業
校      

 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

九
名 

ン
ザ
ニ
ア
：
ダ
レ
サ
ラ
ム
補
習
授
業
校   

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
一
名 
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Ⅱ．日本人学校と補習授業校の相違点  ［授業日・時数例：小学部５年］ 

 カテゴリー 週１回補習授業校 週２回補習授業校 全日制日本人学校 

 学校形態  小・中・高  小・中・高  小・中 
 授業日数              ３５日            ９０日          １７５日 
 
 
 授業日 

 小１～小３  火曜日 
 高等部      水曜日 
 小４～小６    木曜日 
 中学部       金曜日 

 小１～小４  火・金 
 小５～中３   月・木 
 （土曜日は授業なし） 
 高１・高３    水 
 高２         金 

 
 
 全学年  月～金 

 
 授業時間 

 全学年  
 １６：００～１９：００

 小・中学部 
 １６：００～１８：３０
 高等部 
 １６：００～２０：００

 日本の学校に準ずる 

 特別活動日  ４カ月に１回程度  ２カ月に１回程度  １カ月に１回程度 
 夏期集中授業日  なし  ３～４週間程度  なし 
 授業形態  単式１２学級  単式１２学級  単式９学級 
 授業時数         １０５時間         ３００時間         ９４５時間 
 教科等時数［国語］           ５０時間         １１０時間         １８０時間 
          ［算数］           ５０時間         １１０時間         １５０時間 
          ［社会］            ３０時間           ９０時間 
          ［理科］            １０時間           ９５時間 
          ［音楽］              ４時間           ５０時間 
          ［図工］              ４時間           ５０時間 
          ［家庭］              ４時間           ５５時間 
          ［体育］              ８時間           ９０時間 
          ［道徳］             ３５時間 
           ［特活］             ５時間           ２０時間           ３５時間 
   ［総合又は英語］           １１０時間 
 授業料  200,000～250,000HUF  700,000～800,000HUF  400,000～450,000円 

 進路指導  保護者担当  保護者担当  派遣教員担当 

 卒業資格  なし  なし  有り 

 
 
 帰国子女受験にお 
 いて国際学校出身 
 者を優遇する学校 

 東京学芸大学附属／国際基督教大学附属／桐朋女子／都立国際／南山国際 同
志社国際／立命館宇治／関西大学附属／千里国際等 
 ＊ただし国際学校で，必要なグレイドを修了しなければならない。 
 ＊事前に資格認定手続きが必要になる学校がある。 
 ＊他の国公立及び私立中学校，高等学校への編入学については，国際学校   
校出身者と日本人学校出身者は同じ条件となる。 
 ＊各学校及び都道府県によって，編入学条件は異なる。 

 校舎等  モーリツ高校  モーリツ高校  校舎移転 

 
 
 教職員組織 

 非常勤校長    １名 
 専任講師 ３名～４名 
 非常勤会計事務 １名 

 非常勤校長    １名 
 専任講師 ４名～５名 
 常勤事務職員    １名 

 派遣校長      １名 
 派遣教頭   １名 
 派遣教員 約１０名 
 専任講師      ４名 
 常勤事務職員  ２名 

 校舎借料援助金  ５割  ５割  ６割 

 派遣教員の有無  なし（長期滞在者の児童生徒数１００名以上で 
 管理職１名派遣） 

 児童生徒数３０名以上 
で必要数の８割派遣 
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Ⅲ
  
 
 
 
 
 
 

算
数
（
数
学
）
・
社
会 

 
 
 

小
学
部
一
年
～
四
年 

国
語
・

数 

算

 
 
 

小
学
部
五
年
～
中
学
部
国
語
・ 

１ 
各
学
年
週
二
回
授
業
を
実
施
す
る
補

習
授
業
校
を
選
択
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ

る
こ
と 

○
派
遣
教
員
は
い
な
い
が
、
専
任
講
師
を

一
名
増
員
す
る
こ
と
で
、
現
体
制
を
維
持

で
き
る
。 

○
長
期
滞
在
者
の
小
・
中
学
部
児
童
生
徒

が
一
〇
〇
名
を
超
え
れ
ば
、
文
部
科
学
省

か
ら
管
理
職
が
一
名
、
派
遣
さ
れ
る
。 

○
週
二
回
の
授
業
実
施
に
よ
り
、
日
本
の

全
教
育
課
程
の
約
五
〇
％
を
消
化
で
き
る

と
と
も
に
、
国
語
・
算
数
（
数
学
）
に
関

し
て
は
、
日
本
の
学
校
に
お
け
る
授
業
展

開
が
可
能
で
あ
る
。 

○
モ
ー
リ
ツ
高
校
を
継
続
し
て
、
利
用
で

き
る
。 

○
授
業
日
が
週
二
回
を
維
持
す
る
為
、
児

童
生
徒
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
。 

．
補
習
授
業
校
へ
の
移
行
を
選
択 

○
専
任
講
師
を
一
名
増
員
し
、
常
勤
事
務

員
一
名
を
確
保
す
る
た
め
、
授
業
料
が
現

在
（5

7
6
,
0
0
0
H
U
F

）
よ
り
も
少
な
く
見

積
も
っ
て
も
三
〇
％
は
上
昇
す
る
。
［
約

7
0
0
,
0
0
0

～8
0
0
,
0
0
0
H
U
F

］ 

○
補
習
校
規
約
に
関
し
て
は
、
部
分
改
定

で
済
む
。 

○
現
体
制
か
ら
新
体
制
へ
の
移
行
に
時
間

は
か
か
ら
な
い
。 

○
非
常
勤
の
校
長
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

○
専
任
講
師
の
事
務
的
負
担
が
増
し
、
勤

務
時
間
も
増
す
。
（
現
派
遣
教
員
の
仕
事

を
専
任
講
師
に
振
り
分
け
る
た
め
） 

○
若
干
の
授
業
の
質
的
低
下
は
否
め
な
い
。 

○K
H
T

に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
変
更
せ
ず
に

済
む
。 

○
外
務
省
か
ら
の
校
舎
借
料
援
助
金
（
校

舎
借
料
の
五
割
）
、
講
師
謝
金
及
び
文
部
科

学
省
か
ら
の
教
材
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
。 

○
高
等
部
・
永
住
者
・
外
国
籍
の
児
童
生

徒
が
、
継
続
し
て
通
学
で
き
る
。 

 

２ 

各
学
年
週
一
回
授
業
を
実
施
す
る
補

習
授
業
校
を
選
択
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ

る
こ
と 

○
授
業
日
が
週
四
日
に
な
り
、
事
務
日
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
規
に

事
務
員
を
雇
用
せ
ず
に
学
校
運
営
が
で
き

る
。 

○
派
遣
教
員
は
い
な
い
が
、
現
体
制
で
学

校
を
維
持
で
き
る
。 

○
二
〇
〇
三
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
よ
り

派
遣
さ
れ
る
教
員
は
、
二
年
で
打
ち
切
ら

れ
る
。 

○
授
業
料
の
減
免
制
度
は
、
廃
止
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。 

○
小
学
校
、
中
学
校
の
卒
業
資
格
が
な
い
。 

○
派
遣
教
員
が
い
な
い
た
め
、
大
使
館
と

円
滑
な
連
携
が
難
し
く
な
る
。 

○
進
路
相
談
等
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

責
任
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。 

○
運
営
委
員
会
及
び
運
営
委
員
長
の
仕
事

量
は
多
く
な
る
。
（
各
種
公
的
提
出
書
類
、

調
査
、
依
頼
等
） 
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○

授

業

料

が

軽

減

さ

れ

る

。
［

約

2
0
0
,
0
0
0

～2
5
0
,
0
0
0
H
U
F

］ 

○
補
習
校
規
約
に
関
し
て
は
、
部
分
改
定

で
済
む
。 

○
長
期
滞
在
者
の
小
・
中
学
部
児
童
生
徒

が
一
〇
〇
名
を
超
え
れ
ば
、
文
部
科
学
省

か
ら
管
理
職
が
一
名
、
派
遣
さ
れ
る
。 

○
現
体
制
か
ら
新
体
制
へ
の
移
行
に
時
間

は

な
い
。 

○
モ
ー
リ
ツ
高
校
を
継
続
し
て
、
利
用
で

き
る
。 

○
授
業
日
が
週
一
回
と
な
る
為
、
児
童
生

徒
の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
に
な

る
。 か

か
ら

○K
H

T

に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
変
更
せ
ず

に
済
む
。 

○
外
務
省
か
ら
の
校
舎
借
料
援
助
金
（
校

舎
借
料
の
五
割
）
、
講
師
謝
金
及
び
文
部
科

学
省
か
ら
の
教
材
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
。 

○
高
等
部
・
永
住
者
・
外
国
籍
の
児
童
生

徒
が
、
継
続
し
て
通
学
で
き
る
。 

○
授
業
実
施
日
が
週
一
回
に
な
る
た
め
、

国
語
・
算
数
の
二
教
科
の
授
業
に
な
る
。 

○
収
入
が
減
る
た
め
、
専
任
講
師
の
給
与

が
削
減
さ
れ
る
。 

○
一
時
間
あ
た
り
の
授
業
内
容
が
二
倍
以

上
に
な
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
負
担
が
大

き
く
な
り
、
当
然
、
宿
題
量
も
増
え
る
こ

と
に
な
る
。 

○
小
学
校
、
中
学
校
の
卒
業
資
格
が
な
い
。 

○
派
遣
教
員
が
い
な
い
た
め
、
大
使
館
と

円
滑
な
連
携
が
難
し
く
な
る
。 

○
進
路
相
談
等
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

責
任
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。 

○
運
営
委
員
会
及
び
運
営
委
員
長
の
仕
事

量
は
多
く
な
る
。
（
各
種
公
的
提
出
書
類
、

調
査
、
依
頼
等
） 

○
非
常
勤
の
校
長
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

○
若
干
の
授
業
の
質
的
低
下
は
否
め
な
い

 。

○
授
業
料
の
減
免
制
度
は
、
廃
止
さ
れ
る
。 

○
授
業
時
数
が
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一

に
減
る
た
め
、
自
主
学
習
に
よ
っ
て
日
本

の
学
習
を
し
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。 

○
二
〇
〇
三
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
よ
り

       参

 

①確表    

 

         ②会い③かと ④間り

 師 
派
遣
さ
れ
る
教
員
は
、
二
年
で
打
ち
切
ら

れ
る
。 

考
資
料
３
［
補
習
授
業
校
の
設
立
要
件
］ 

補
習
授
業
校
の
設
置
、

営

体

組

立
し
て
お
り
、

の

成
が

数

業

者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
運

主

の

織
が

そ

構

複

企

の
代

こ
と 

し

五

を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
講

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と 

補
習
授
業
校
運
営
の
た
め
に
学
校
運
営
委
員

規
則
及
び
校
則
等
の
規
則
が
明
文
化
さ
れ
て

る
こ
と 

児
童
生
徒
数
が
五
名
以
上
在
籍
し
て
お
り
、

つ
、
そ
の
世
帯
数
が
三
世
帯
以
上
で
あ
る
こ

教
育
面
に
つ
い
て
、
国
語
を
中
心
と

た
年

授

業

日

数

が

お

お

む

ね

三

日

以

上

で

あ

、
ま
た
、
授
業
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参職

 

①在の〇増② 

        

ダ
ー
ビ
ー
補
習
授
業
校              

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
二
五
名    

派
遣
一
名 
イロ と ハ と ニ ホ にヘ ト ＊ で＊ い
  
 

     

   

   
 

 
 

   

 

   
 

考
資
料
４
［
補
習
授
業
校
へ
の
派
遣
条
件
及
び
派
遣
教
員

務
］ 

派
遣
条
件 

籍
す
る
長
期
滞
在
者
と
な
る
義
務
教
育
段
階
の
児
童
生
徒

数
が
一
〇
〇
名
以
上
の
場
合
に
管
理
職
教
員
を
一
名
、
四

〇
人
を
超
え
る
場
合
に
も
う
一
名
追
加
、
以
後
四
〇
〇
名

加
す
る
毎
に
さ
ら
に
一
名
ず
つ
追
加
し
て
派
遣
す
る
。 

補
習
授
業
校
派
遣
教
員
の
職
務 

教
育
課
程
の
編
成
及
び
進
行
管
理
に
関
す
る
こ
と 

学
校
行
事
の
実
施
計
画
の
策
定
及
び
実
施
に
関
す
る
こ

児
童
生
徒
の
転
出
入
に
伴
う
学
籍
の
管
理
に
関
す
る
こ

進
路
指
導
及
び
教
育
相
談
に
関
す
る
こ
と 

現
地
採
用
教
員
に
対
す
る
指
導
助
言
及
び
研
修
の
実
施

関
す
る
こ
と 

教
材
教
具
の
整
備
計
画
の
策
定
な
ど
に
関
す
る
こ
と 

教
材
教
具
の
開
発
に
関
す
る
こ
と 

派
遣
教
員
は
、
授
業
を
持
っ
た
り
、
担
任
す
る
こ
と
は

き
な
い
。 

高
等
部
、
幼
稚
部
に
関
す
る
事
項
に
は
、
関
与
し
て
は

け
な
い
。 
      

               

参
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ブ
ル
ガ
リ
ア:

ソ
フ
ィ
ア
補
習
授
業
校 
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

 

四

 

派
遣
な
し  

考
資
料
５
［
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
周
辺
の
制
補
習
授
業
校
一
部 

 

二
〇
〇
三
年
一
月
現
在
］ 

名

イ
タ
リ
ア:

ミ
ラ
ノ
補

  
 
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

九
七

    

派
遣
な
し 

習
授
業
校

名

ロ
ー
マ
補
習
授
業
校                 

 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

五
〇
名    

派
遣
な
し 

ノ
ル
ウ
ェ
ー:

オ
ス
ロ
補
習
授
業
校 

 
 
 
 

小

中
在
籍
児
童
生
徒
数 

二
七
名    

派
遣
な
し 

・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン:

ス
ッ
ト
ク
ホ
ル
ム
補
習
授
業
校  

  

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

八
〇
名    

派
遣
一
名 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド:

ヘ
ル
シ
ン
キ
補
習
授

校  
  

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

三
一

    

派
遣
な
し 

業

名

ベ
ル
ギ
ー:

ブ
ラ
ッ
セ
ル
補
習
授
業
校    

 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
五
一
名    

遣
な
し 

派

ド
イ
ツ:

ベ
ル
リ
ン
補
習
授
業
校 

 
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

六
一
名    

派
遣
な
し 

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
補
習
授
業
校     

 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

八
四
名    

派
遣
な
し 

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
習
授
業
校        

 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

六
九
名    

派
遣
な
し 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
補
習
授
業
校 

 
 
 
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
二
一
名    

遣
な
し 

派

ハ
ン
ブ
ル
グ
補
習
授
業
校  

 
 

    
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

五
〇
名    

派
遣
な
し 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
補
習
授
業
校  

        
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
七
八
名    

派
遣
な
し 

フ
ラ
ン
ス:

コ
ル
マ
ー

補
習
授
業
校 

 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

二
三
名    

派
遣
な
し 

ル

レ
ン
ヌ
補
習
授
業
校    

 
 
 

  
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

二
八
名    

派
遣
な
し 

デ
ン
マ
ー
ク:

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
補
習
授
業
校  

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

三
七
名    

派
遣
な
し 

ス
ペ
イ
ン:

マ
ド
リ
ッ
ド
補
習
授
業
校 

 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
一
三
名    

派
遣
な
し 

ス
イ
ス:
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
補
習
授
業
校  

     
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
七
〇
名    

派
遣
一
名 

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
補
習
授
業
校 

 
 
 
 
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

六
四
名    

派
遣
な
し 

オ
ラ
ン
ダ:

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
補
習
授

校  
 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
四
九
名    

派
遣
な
し 

業

ポ
ル
ト
ガ
ル:

リ
ス
ボ
ン
補
習
授
業
校   

 

小

中
在
籍
児
童
生
徒
数 

二
四
名    

派
遣
な
し 

・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ:

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

業
校 

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数 

三
七
名 

派
遣
な
し 

補
習
授

：
ロ
ン
ド
ン
補
習
授
業

          

小
・
中
在
籍
児
童
生
徒
数
一
〇
六
八

  

派
遣
四
名 

イ
ギ
リ
ス

校

名



Ⅳ
．
全
日
制
日
本
人
学
校
へ
の
移
行

を

択 
選
１ 
全
日
制
日
本
人
学
校
の
み
を
選
択
し

た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
こ
と 

○
文
部
科
学
省
よ
り
多
数
教
員
が
派
遣
さ

れ
、
全
日
制
へ
移
行
し
て
も
人
件
費
に
関

し
て
は
、
現
在
よ
り
若
干
高
く
な
る
程
度

で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。 

○
日
本
と
同
じ
教
育
課
程
で
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

○
日
本
か
ら
転
入
て
き
た
児
童
生
徒
の
精

神
的
・
身
体
的
負
担
が
小
さ
く
、
ス
ム
ー

ズ
に
適
応
で
き
る
。 

○
授
業
料
は
、
週
二
回
程
度
実
施
す
る
場

合
に
比
べ
、
多
少
高
く
な
る
が
、
企
業
負

担
は
国
際
学
校
に
比
べ
、
か
な
り
軽
減
さ

れ
る
。 

○
外
務
省
か
ら
の
校
舎
借
料
援
助
金
（
校

舎
借
料
の
六
割
）
、
講
師
謝
金
及
び
文
部
科

学
省
か
ら
の
教
材
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
。 

  

 
 

                      

 

参考資料６［アメリカンスクールの授業料（1 U S D＝１２０円）］ 

①グレイド１～グレイド５（小１～小５）1 2 , 1 0 0 U S D［1 , 4 5 2 , 0 0 0円］ 

②グレイド６～グレイド８（小６～中２）1 3 , 5 0 0 U S D［1 , 6 2 0 , 0 0 0円］ 

③グレイド９～グレイド12（中３～高３）14,3 0 0U S D［1 , 7 1 6 , 0 0 0円］ 

   ＊入学金（共通）  2 5 0 U S D［ 3 0 , 0 0 0円］  

     ＊施設費（共通） 2 , 5 0 0 U S D［3 0 0 , 0 0 0 円］  

○
非
常
勤
の
校
長
を
依
頼
し
な
く
て
も
済

む
。 

（
各
種
公
的
提
出
書
類
、
調
査
、
依
頼
等

は
、
派
遣
の
管
理
職
が
行
う
） 

○
放
課
後
に
様
々
な
体
育
的
・
文
化
的
活

動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

○
一
つ
の
学
校
に
在
籍
す
る
た
め
、
児
童

生
徒
の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。 

○
現
在
の
専
任
講
師
を
継
続
し
て
雇
用
で

き
る
。 

（
校
長
及
び
教
頭
が
管
理
職
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
） 

○
文
部
科
学
省
よ
り
教
員
が
継
続
し
て
派

遣

。 

さ
れ
る

○K
H

T

か
ら
学
校
公
益
法
人
へ
の
移
行

○
進
路
指
導
、
教
育
相
談
等
が
充
実
す
る
。 

○
運
営
委
員
会
及
び
運
営
委
員
長
の
仕
事

量
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
。 

○
小
学
校
、
中
学
校
の
卒
業
資
格
が
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
日
本
の
学
校
に
進
学
で
き
る
。 

○
派
遣
教
員
が
い
る
た
め
、
大
使
館
と
円

滑
な
連
携
が
で
き
る
。 
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が
可
こ
と
○
日
雑
な

  

参

  

考① 邦が② 、

 
           

と 

 

（
三と③ 合学④ 政つが
能
で
あ
る
。
（
各
種
特
典
を
受
け
る

が
で
き
る
） 

本
人
学
校
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
煩

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。 

資
料
７
［
日
本
人
学
校
の
設
立
要
件
］

設
置
主
体
が
現
地
日
本
人
会
等
在
留

人
の
組
織
す
る
団
体
で
あ
り
、
公
共
性

保
た
れ
て
い
る
こ
と 

一
定
数
以
上
の
児
童
生
徒
が
在
留
し

将
来
と
も
在
留
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ

〇
人
以
上
が
現
に
在
留
し
て
い
る
こ

を
一
つ
の
基
準
と
す
る
） 

各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
及
び
総

的
学
習
の
時
間
な
ど
が
国
内
の
小
・
中

校
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
。 

学
校
開
設
及
び
運
営
上
に
お
い
て
財

面
で
の
見
通
し
が
あ
り
、
学
校
設
置
に

い
て
現
地
の
在
留
邦
人
社
会
の
同
意

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

  

○
モ
ー
リ
ツ
高
校
を
継
続
し
て
利
用
で
き

な
い
た
め
、
条
件
に
合
致
す
る
新
校
舎
を

探
し
，
契
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

○
プ
ー
ル
、
運
動
場
等
の
設
備
が
そ
ろ
っ

て
い
る
物
件
を
探
す
の
は
困
難
で
あ
る
。 

○
国
際
学
校
に
通
う
長
期
滞
在
者
や
高
等

部
、
現
地
校
に
通
う
永
住
者
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
籍
の
児
童
生
徒
の
就
学
の
機
会
が
奪

わ
れ
る
。 

○
国
際
性
を
培
う
た
め
の
工
夫
が
必
要
に

な
る
。 

○
現
在
国
際
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
日

本
人
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
英
語
力
を

保
持
・
伸
長
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
合
的
学
習
の
時
間
，
選
択
教
科
等
を

利
用
し
て
） 

○
英
語
の
学
習
時
間
を
小
学
校
三
年
～
六

年
で
最
大
週
三
時
間
、
中
学
校
一
年
で
週

七
時
間
、
中
学
校
二
年
で
八
時
間
、
中
学

三
年
で
一
二
時
間
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

校

 

               参
考
資
料
８ 

［
総
合

   

小
学
部
三 

 
     

四
年 

        

五
年 

 
     

六
年 

  

中
学
部
一

 
 

一

 
 
 

三

 

             
  
 
 

【
英間

  

中
学
部
二一八

  
 
 

【
英時

  

中
学

三
部

 

一一

 
 
 

【
英時
 - 11 - 

的
学
習
の
時
間
，
選
択
教
科
の
時
数
］ 

年  

総
合
的
学
習 

 
 

一
〇
五
時
間
（
週
三
時
間
） 

  

〃

一
〇
五
時
間
（
週
三
時
間
） 

 

  

〃   

一
一
〇
時
間
（
週
三
時
間
） 

  

〃   

一
一
〇

（
週
三
時
間
） 

間

年 

総
合
的
学
習 

〇
〇
時
間
（
週
三
時
間
）
選
択 

 
 

〇
時
間
（
週
一
時
間
）
計
週
四
時
間 

語
（
外
国
語
）
一
〇
五
時
間
（
週
三
時

）
】 

年 

総
合
的
学
習 

〇
五
時
間
（
週
三
時
間
）
選
択 

五
時
間
（
週
二
時
間
）
計
週
五
時
間 

語
（
外
国
語
） 

一
〇
五
時
間
（
週
三

間
）
】 

年 

総
合
的
学
習 

三
〇
時
間
（
週
四
時
間
）
選
択 

六
五
時
間
（
週
五
時
間
）
計
週
九
時
間 

語
（
外
国
語
） 

一
〇
五
時
間
（
週
三

間
）
】 



       
○
日
本
人
学
校
設
立
資
金
と
し
て
、
企
業

ら
多
額
の
寄
附
金
が
必
要
と
な
る
。 

か

 

寄
附
金
額
に
つ
い
て
は
、
校
舎
が
賃
貸

か
買
い
取
り
か
、
ま
た
賃
貸
物
件
に
よ
っ

て
変
わ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
予
想
で
き

な
い
。
た
だ
、
校
舎
を
賃
貸
に
す
る
場
合

は
、
五
千
万
円
～
一
億
円
程
度
初
期
投
資

等

に

必

要

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

（
主
な
必
要
経
費
の
六
割
は
外
務
省
か
ら

補
助
さ
れ
る
。
） 

○
補
習
校
規
約
の
全
面
改
定
が
必
要
と
な

る

 。
○K

H
T

に
関
し
て
、
か
な
り
の
変
更
を

要
す
る
。 

○
日
本
人
学
校
設
立
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
。
（
二
年
～
三
年
） 
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三
年
半
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
在
を
終
え
て

三
月
末
、
帰
国
す
る
。
当
然
な
が
ら
、
い

ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
、
楽
し
い
こ
と
、

う
れ
し
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
、
い
や
な
こ

と
も
少
し
は
体
験
し
た
。
よ
く
外
国
駐
在

し
た
人
が
そ
の
国
を
手
放
し
で
誉
め
る
の

を
聞
く
。
最
近
で
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
駐
在

者
が
「
治
安
も
い
い
し
、
労
働
者
も
よ
く

働
く
」
な
ど
と
べ
た
褒
め
し
た
レ
ポ
ー
ト

を
見
た
。
私
に
は
当
国
を
あ
れ
ほ
ど
誉
め

ま
く
る
文
章
は
と
て
も
書
け
な
い
。
私
は

何
か
ら
何
ま
で
い
い
こ
と
ず
く
め
の
国
は

な
い
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
説
を
全
面

的
に
は
信
用
し
な
い
。 

随 

想 
ハ
ン
ガ
リ
ー
あ
れ
こ
れ 

 

  

～
三
年
半
の
駐
在
を
終
え

～ 
 

て

菱
木 

勤
治 

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
い
い
こ
と
と
い
え
ば
、

ま
ず
親
切
な
人
が
多
い
。
来
て
ま
も
な
く

の
頃
、
道
を
き
い
た
ら
と
て
も
丁
寧
に
手

書
き
地
図
ま
で
書
い
て
教
え
て
く
れ
た
の

に
は
感
激
し
た
。
日
本
に
な
い
習
慣
で
は
、

オ
フ
ィ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
知
ら
な
い

人
同
士
が
乗
り
合
わ
せ
て
も
、
「
今
日
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」
と
さ
り
げ
な
く
挨
拶
す

る
。
最
初
は
面
倒
な
気
も
し
た
が
、
な
か

な
か
い
い
習
慣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親

子
・
家
族
関
係
の
濃
密
さ
も
す
ご
い
。
ブ

ダ
ペ
ス
ト
へ
出
て
き
て
い
る
学
生
の
ほ
と

ん
ど
は
、
週
末
田
舎
へ
帰
る
そ
う
だ
。
で

も
、
そ
ん
な
濃
密
さ
が
本
当
に
い
い
の
か
、

も
っ
と
親
と
自
立
し
た
方
が
い
い
の
で
は

と
考
え
た
り
も
す
る
が
・
・
・ 
さ
て
、
私
が
悪
い
こ
と
の
代
表
例
で
は

な
い
か
と
思
う
の
は
、
交
通
マ
ナ
ー
、
ド

ラ
イ
ブ
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
最
初
の
頃
は
、

青
信
号
で
渡
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
平
気
で

突
っ
込
ん
で
く
る
車
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な

り
、
歩
行
者
優
先
な
ん
て
こ
の
国
で
は
通

用
し
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
。
で
も
、

老
人
・
妊
婦
や
乳
母
車
の
女
性
が
市
電
に

乗
る
と
き
に
、
さ
っ
と
身
近
の
人
が
席
を

譲
っ
た
り
、
手
伝
う
の
は
日
本
で
も
真
似

し
た
い
も
の
だ
。 

ド
ラ
イ
ブ
マ
ナ
ー
で
毎
日
い
ら
い
ら
し

た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。
①
進
路
変
更
の
信

号
を
出
さ
な
い
で
、
右
折
・
左
折
す
る
人

が
多
い
。
②
３
車
線
の
道
路
で
一
番
左
の

車
線
を
走
っ
て
い
る
の
に
、
信
号
の
手
前

に
な
っ
て
右
折
し
よ
う
と
右
側
車
線
に
変

更
す
る
信
じ
ら
れ
な
い
走
り
を
す
る
人
が

い
る
。
③
バ
ス
路
線
を
平
気
で
走
り
、
信

号
の
手
前
で
一
般
路
線
に
割
り
込
む
。
私

は
毎
朝
、
こ
の
割
り
込
み
を#

1
1

の
バ
ス

が

V
o

ro
sm

a
rty

 u
t 

へ
通
じ
る
長
い
坂
を

上
が
っ
て
い
く
交
差
点
で
目
撃
す
る
。
帰

り
は
、
マ
ル
ギ
ッ
ト
橋
を
通
る
が
、
市
電

の
線
路
上
をD

T

や
一
般
ナ
ン
バ
ー
の
車

が
混
雑
を
尻
目
に
よ
く
走
り
抜
け
て
い
く
。

④
交
差
点
の
信
号
が
青
で
も
進
入
す
る
と

途
中
で
赤
に
変
わ
り
、
反
対
側
か
ら
青
に

な
っ
て
進
入
す
る
車
を
邪
魔
す
る
の
が
分

っ
て
い
て
も
、
み
ん
な
が
平
気
で
突
っ
込

む
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
ら
し
い
。 
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事

務

所

の

私

の

席

か

ら

は

、

B
a

jcsy
Z

silin
sk

y
 

u
t

と

A
n

d
ra

ssy
 

u
t

が
交
差
す
る
信
号
が
眼
下
に
よ
く
見
え
る
。

こ
れ
ま
で
余
り
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
の
一
年
ほ
ど
午
後
に
な
る
と
待
機
す
る

車
の
警
笛
が
う
る
さ
く
な
っ
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
青
で
も
目
の
前
に
突
っ
込
ん

だ
車
が
い
っ
ぱ
い
止
ま
っ
て
い
て
信
号
を

渡
れ
な
い
車
が
警
笛
を
鳴
ら
す
の
だ
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
も
、
我
慢
で
き
な
い
人
が
多

く
な
っ
た
よ
う
だ
。
信
号
に
突
っ
込
ん
で

も
一
分
程
度
し
か
早
く
着
か
な
い
の
に
、

な
ぜ
み
ん
な
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い

振
る
舞
い
を
す
る
の
か
、
私
は
呆
れ
て
見

て
い
る
。 

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
何
が
良
か
っ
た

と
い
っ
て
真
っ
先
に
上
げ
た
い
の
は
オ
ペ

ラ
な
ど
を
し
っ
か
り
楽
し
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
日
本
で
は
お
そ
ら
く
一

～
三
万
円
も
す
る
も
の
が
、
こ
こ
で
は
五

〇
〇
～
六
〇
〇
〇
円
で
十
分
だ
。
わ
れ
わ

れ
夫
婦
は
、
一
定
期
間
中
で
み
れ
ば
オ
ペ

ラ
と
バ
レ
ー
の
鑑
賞
回
数
最
多
を
記
録
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ー
ズ
ン
中

は
週
一
回
は
行
っ
た
し
、
週
二
回
の
こ
と

も
あ
っ
た
。
今
年
の
一
月
の
あ
る
週
に
は
、

エ
ル
ケ
ル
劇
場
だ
け
で
三
回
通
っ
た
。
内

訳
は
オ
ペ
ラ
一
回
、
バ
レ
ー
一
回
、
伝
統

舞
踊
一
回
だ
。 

オ
ペ
ラ
は
や
は
り
イ
タ
リ
ア
も
の
、
そ

れ
も
ベ
ル
デ
ィ
ー
が
い
い
。
ワ
グ
ナ
ー
は

余
り
に
も
荘
重
で
、
好
き
に
な
れ
な
い
。

バ
レ
ー
は
ど
れ
も
良
か
っ
た
が
、
エ
ル
ケ

ル
で
か
か
る
「
ゾ
ル
バ
」
は
ギ
リ
シ
ャ
・

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
多
用
さ
れ
る
現
代
バ
レ
ー

で
、
一
番
思
い
出
に
残
っ
た
。
夏
場
に
は

マ
ル
ギ
ッ
ト
島
の
野
外
劇
場
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
バ
レ
ー
や
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。 

オ
ペ
ラ
鑑
賞
な
ど
、
日
本
へ
帰
っ
た
ら

ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く

チ
ケ
ッ
ト
が
高
い
し
、
買
う
の
も
手
間
ひ

ま
が
か
か
る
か
ら
だ
。
そ
れ
を
思
う
と
帰

る
の
が
嫌
に
な
る
。
も
う
一
つ
い
や
に
な

る
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
こ
ち
ら
で
も
新

聞
やJS

T
V

で
い
や
で
も
目
に
つ
く
が
、

日
本
で
は
二
〇
年
前
、
三
〇
年
前
に
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
件
や
事
象
が
し
ば

し
ば
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
そ

ん
な
も
の
を
見
た
く
も
、
聞
き
た
く
も
な

い
が
、
帰
れ
ば
い
や
で
も
余
計
目
に
つ
く
。 

も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
基
本
的
な
と
こ
ろ

で
汚
職
が
絶
え
な
い
国
会
の
先
生
、
改
革

も
経
済
再
建
も
で
き
な
い
政
治
家
、
他
国

で
は
デ
モ
や
集
会
で
意
志
表
示
す
る
の
に

何
が
あ
っ
て
も
ひ
た
す
ら
我
慢
の
国
民
と

こ
れ
も
欧
州
で
み
て
い
る
と
「
不
思
議
の

国
」
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
私
は
日

本
も
種
々
の
問
題
の
か
な
り
の
部
分
は
、

最
近
の
事
件
で

い
え
ば
、
幼
児
の
虐

待
・
餓
死
事
件
、
セ
ク
ハ
ラ
し
た
先
生
を

女
子
中
学
征
が
警
察
に
訴
え
、
先
生
が
逮

捕
さ
れ
る
と
そ
の
子
が
周
り
か
ら
や
り
す

ぎ
と
批
判
さ
れ
る
、
万
引
き
し
た
中
学
生

を
書
店
主
が
警
察
に
突
き
出
そ
う
と
し
て

そ
の
子
が
逃
げ
、
電
車
に
轢
か
れ
て
死
亡

す
る
と
、
こ
れ
も
や
り
す
ぎ
と
追
及
す
る
、

な
ど
常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多

す
ぎ
る
。 
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政
治
家
も
わ
れ
わ
れ
国
民
も
世
界
に
通
用

す
る
人
間
観
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
で
は

な
い
か
と
思
う
。
ま
と
も
な
人
間
観
に
立

ち
、
国
が
し
っ
か
り
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

ど
う
い
う
国
を
目
指
す
か
と
い
う
哲
学
を

持
っ
て
、
努
力
す
れ
ば
も
っ
と
ず
っ
と
い

い
国
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。 

こ
う
い
う
議
論
を
始
め
る
と
切
り
が
な

い
。
私
が
こ
ち
ら
に
来
る
前
九
八
年
に
福

井
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
書
い
た
小
論
を
以
下

に
紹
介
し
て
終
わ
り
た
い
。
そ
の
タ
イ
ト

ル
は
、
「
仏
つ
く
っ
て
魂
入
れ
ず
」
で
あ
る
。 

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
国
民
主
権
、
平

和
主
義
和
の
三
つ
の
基
本
原
理
を
基
調
と

す
る
現
行
憲
法
は
、
世
界
に
誇
る
も
の
だ
。

制
定
後
し
ば
ら
く
は
社
会
で
も
、
学
校
で

も
憲
法
の
崇
高
な
理
念
の
基
づ
く
国
造
り

に
励
も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
広
範
に
み
ら

れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、

高
度
経
済
成
長
と
軌
を
一
に
し
て
、
憲
法

を
軽
視
・
無
視
す
る
歴
史
が
続
い
て
き
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
今
や
憲
法

は
あ
ち
こ
ち
虫
食
い
状
態
で
、
み
る
も
無

惨
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。 

憲
法
の
空
洞
化
は
、
い
じ
め
や
不
登
校

が
自
然
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校

で
最
も
顕
著
だ
。
教
育
の
基
本
は
子
供
の

潜
在
能
力
を
伸
ば
し
、
自
己
開
発
の
意
欲

と
能
力
を
育
て
る
こ
と
。
だ
が
、
憲
法
に

違
反
し
か
ね
な
い
長
髪
禁
止
、
靴
下
の
色

規
制
な
ど
こ
ま
ご
ま
し
た
校
則
で
し
ば
り
、

詰
め
込
み
と
偏
差
値
に
よ
っ
て
子
供
の
内

発
的
動
機
を
抑
え
、
自
分
の
頭
で
考
え
、

自
分
の
言
葉
で
他
人
と
議
論
し
、
人
間
と

社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
理
想
の
教
育
と

は
対
極
に
あ
る
。 

薬
害
エ
イ
ズ
、
水
俣
病
な
ど
で
は
人
命

よ
り
企
業
利
益
が
重
視
さ
れ
、
多
く
の
公

害
で
い
や
と
い
う
ほ
ど
学
習
し
た
は
ず
だ

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
で
は
ま
た
も
人

命
軽
視
が
前
面
に
で
て
し
ま
っ
た
。
弱
者

（
女
性
、
子
供
、
障
害
者
、
）
へ
の
差
別
解

消
の
歩
み
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
外
国

人
，
特
に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
権
は

不
当
に
軽
視
さ
れ
、
公
務
員
に
も
な
れ
な

い
。
社
員
が
長
時
間
残
業
で
過
労
死
し
て

も
因
果
関
係
を
認
め
な
い
企
業
、
行
政
と

癒
着
し
接
待
を
繰
り
返
す
金
融
企
業
、
む

や
み
に
選
挙
資
金
を
使
い
、
地
元
へ
の
利

益
誘
導
し
か
考
え
な
い
政
治
屋
。
日
本
を

法
治
国
家
と
称
す
の
は
い
さ
さ
か
気
恥
ず

か
し
い
。 

ど
ん
な
立
派
な
憲
法
や
法
律
が
あ
っ
て

も
、
国
民
が
自
発
的
に
守
る
意
志
を
持
た

な
け
れ
ば
、
法
治
国
家
は
成
立
し
な
い
。

「
法
律
」
に
は
国
民
が
共
有
す
る
伝
統
や

慣
習
、
連
帯
意
識
を
含
む
広
義
の
社
会
ル

ー
ル
を
も
含
め
て
考
え
た
い
。
戦
後
五
〇

年
、
わ
れ
わ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
経
済
の

規
模
・
利
益
の
追
求
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と

す
る
余
り
、
国
際
的
に
通
用
す
る
社
会
ル

ー
ル
の
体
系
確
立
に
遅
れ
を
と
っ
た
。
今

そ
の
ひ
ず
み
が
噴
出
し
、
閉
塞
・
低
迷
状

況
を
招
い
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。 
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「
な
ん
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
な
ん
？
」
こ

の
質
問
は
今
ま
で
何
度
受
け
た
か
わ
か
ら

な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
大
学
で
専
攻
語

を
選
ぶ
際
、
当
時
エ
ジ
プ
ト
に
行
き
た
い

が
た
め
に
、
タ
ダ
で
行
け
る
で
あ
ろ
う
職

業
の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
憧
れ
、
ど

う
せ
な
ら
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
メ

ジ
ャ
ー
言
語
よ
り
は
マ
イ
ナ
ー
で
、
そ
れ

で
い
て
観
光
資
源
が
多
い
国
の
言
語
を
、

と
い
う
こ
と
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
選
ん
だ
。

（
今
思
え
ば
ア
ラ
ビ
ア
語
を
選
択
す
る
手

も
あ
っ
た
の
だ
が
） 

 

 

私
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
関
わ
り
始
め
て
、

ち
ょ
う
ど
今
年
で
一
〇
年
目
に
な
る
。
そ

し
て
、
こ
の
春
と
う
と
う
帰
国
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
笑
い
あ
り
、
涙

あ
り
の
一
〇
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う

と
思
う
。 

 

あ
ぁ
、 我
が
青
春
の
ハ
ン
ガ

ー 

リ

芝
下 

直
子 

 

と
こ
ろ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
選
ん
で
後

悔
し
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
。
そ
れ
に
今
の

私
は
ツ
ア
コ
ン
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
授

業
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
文
法
や
歴
史
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
て
も
、
大
学
の
外
で
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
に
会
う
こ
と
も
、
ま
し
て
ハ
ン

ガ
リ
ー
語
を
話
す
こ
と
も
全
く
な
か
っ
た
。

最
初
の
頃
は｢

ホ
ン
マ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

な
ん
て
存
在
す
る
ん
や
ろ
う
か
、
そ
ん
な

言
語
を
話
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
実
在
す

る
ん
や
ろ
う
か｣

と
疑
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

必
要
性
を
感
じ
ら
れ
な
い
の
に
勉
強
す
る

の
は
辛
い
。
そ
の
こ
と
を
痛
感
し
た
の
は

阪
神
大
震
災
の
時
だ
っ
た
。
外
大
な
ら
で

は
な
の
か
、
被
災
地
に
住
む
外
国
人
の
た

め
に
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
き
て

い
た
。
一
年
生
な
が
ら
習
っ
た
単
語
で
役

に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
か
も
、
と
応
募
し

た
が
、｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
部
門
の
要
請
な

し｣

と
の
こ
と
。
結
局
、
通
常
の
避
難
場

所
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
身
障
者
の

方
々
の
特
別
避
難
所
で
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
実
際

に
自
分
が
人
の
役
に
立
て
て
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
、
と
い
う
現
場
が
あ
り
嬉
し
か
っ

た
。
一
方
「
そ
れ
に
比
べ
て
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
語
や
っ
て
一
体
何
に
な
る
ん
や
ろ
」
と

真
剣
に
悩
み
後
悔
も
し
た
。
そ
し
て
福
祉

関
係
の
大
学
を
受
験
し
な
お
そ
う
か
と
考

え
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
状
態
で
ほ
と

ん
ど
学
校
に
も
行
か
ず
、
バ
イ
ト
ば
か
り

し
て
い
た
娘
を
見
か
ね
て
か
、
父
親
が
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
実
際
な
ん
も
知
ら
ん

ま
ま
ダ
ラ
ダ
ラ
す
る
ん
で
な
く
て
、
ど
ん

な
所
か
い
っ
ぺ
ん
行
っ
て
き
た
ら
良
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
こ
れ
は
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
。
春
休
み
を
利
用
し
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
二
ヶ
月
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
普
段
無

口
な
父
が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
に

一
人
っ
き
り
で
行
く
私
を
、
姿
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
ず
っ
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
見

送
っ
て
く
れ
た
姿
は
今
で
も
脳
裏
に
焼
き

い
て
い
る
。 

付

 

い
ざ
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
到
着
し
て
最
初
に

思
っ
た
の
は｢

ホ
ン
マ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

を
話
し
て
る
人
が
お
る
ン
や
！｣

っ
て
こ
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と
。
そ
し
て
い
か
に
自
分
が
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
を
話
せ
な
い
か
を
痛
感
し
た
。
先
ず
聞

き
取
れ
な
い
。
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し

と
く
ん
だ
っ
た
、
と
自
暴
自
棄
に
な
っ
て

サ
ボ
っ
て
い
た
こ
と
を
後
悔
し
た
。
と
に

か
く
何
と
か
し
な
い
と
、
っ
て
こ
と
で
毎

晩
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
日
記
を
書
い
て
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
に
添
削
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
ノ
ー
ト
は
真
っ
赤
っ

か
！
！
家
族
は
皆
、
理
解
不
可
能
な
ほ
ど

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
丁
寧
に
添
削
し
て
く

れ
た
。
二
週
間
ず
つ
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
シ
ョ

プ
ロ
ン
・
ミ
シ
ュ
コ
ル
ツ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
の
計
四
家
族
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
が
、

シ
ョ
プ
ロ
ン
の
家
庭
で
忘
れ
得
ぬ
事
件
が

起
こ
っ
た
。
毎
回
の
よ
う
に
日
記
を
添
削

し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
お
父
さ

ん
が｢

同
じ
間
違
い
ば
っ
か
り
し
て
！
ち

ゃ
ん
と
添
削
し
た
所
を
復
習
し
て
る
の

か
！
（
添
削
部
分
を
指
で
押
さ
え
な
が
ら
）

ど
う
だ
、
こ
こ
は
ど
う
言
い
換
え
る
ん

だ
？｣

と
詰
問
し
た
。
私
は
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
も
の
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
。
頭

の
中
で
（
な
ん
や
ね
ん
ク
ソ
オ
ヤ
ジ
め
！

そ
れ
な
ら
ア
ン
タ
は
日
本
語
で
こ
れ
く
ら

い
の
日
記
が
書
け
る
ん
か
？
書
け
へ
ん
く

せ
に
人
の
間
違
い
を
責
め
る
な
！
）
と
お

父
さ
ん
を
の
の
し
る
一
方
、
こ
ん
な
こ
と

も
思
っ
て
い
な
が
ら
、
言
葉
で
表
現
さ
え

出
来
な
い
自
分
の
能
力
の
な
さ
に
情
け
な

く
て
涙
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
た
。
悲
し
い

や
ら
悔
し
い
や
ら
、
自
分
で
も
説
明
で
き

な
い
感
情
が
押
し
寄
せ
て
、
家
族
の
前
で

泣
き
じ
ゃ
く
っ
た
。
で
も
お
父
さ
ん
の
こ

の
言
葉
に
と
て
も
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。
私

の
両
親
は
、
私
が
こ
ん
な
風
に
た
だ
日
記

を
書
い
て
添
削
し
て
も
ら
っ
て
、
自
己
満

足
す
る
た
め
だ
け
に
私
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

出
し
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
も
っ
と
必

死
で
勉
強
し
な
い
と
、
と
姿
勢
を
改
め
た
。 

 

シ
ョ
プ
ロ
ン
の
家
族
と
お
別
れ
の
日
、

お
父
さ
ん
は
私
に
そ
の
家
の
鍵
を
く
れ
た
。

｢

直
子
は
も
う
家
族
だ
。
い
つ
で
も
好
き

な
と
き
に
帰
っ
て
お
い
で｣
と
。
こ
れ
ま

た
涙
で
顔
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
し
て
抱
き

合
っ
た
。
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
の
家
族
は
日
本

に
興
味
深
々
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て

き
て
は
、
私
も
た
ど
た
ど
し
く
必
死
で
答

え
た
。
話
は
そ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
に
は
一
日
千
円
と
い
う
謝

礼
で
契
約
し
て
い
て
、
二
週
間
で
一
万
四

千
円
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
九
年

前
の
一
万
四
千
円
と
言
え
ば
当
時
の
物
価

で
い
え
ば
、
平
均
給
料
の
二
～
三
倍
は
し

た
と
思
う
。
お
別
れ
の
日
、
私
が
お
金
を

渡
そ
う
と
す
る
と
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ

ん
は
言
っ
た
。
「
直
子
を
通
じ
て
、
私
達
は

見
も
し
な
い
日
本
と
い
う
国
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
。
お
金

は
受
け
取
れ
な
い
。
」
と
。
こ
れ
ま
た
号
泣

し
た
。
こ
の
時
の
四
家
族
と
は
今
で
も
連

を
と
っ
て
い
る
。 

絡

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
帰
国
し
た
私
は
、

打
っ
て
変
わ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
の
め

り
こ
ん
だ
。
「
ま
た
行
き
た
い
、
あ
の
家
族

に
会
い
た
い
、
今
度
は
色
ん
な
こ
と
を
話

し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
勉
強
し
た
。

そ
し
て
三
年
生
が
終
わ
る
と
一
年
間
休
学

し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
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ー
人
で
同
じ
大
学
の
女
の
子
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
。
日
本
人
の
留
学
生
仲
間
・
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
タ
リ
ア
人
、
イ
ギ
リ

ス
人
な
ど
の
貴
重
な
友
達
も
た
く
さ
ん
で

き
た
。
国
は
違
っ
て
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を

共
通
語
に
し
て
話
す
事
も
で
き
る
素
晴
ら

し
さ
に
感
激
し
た
。
と
に
か
く
無
我
夢
中

の
一
年
だ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
選
択

し
て
後
悔
し
た
事
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、

そ
の
時
に
は
も
う
「
良
か
っ
た
。
あ
の
選

択
は
正
解
だ
っ
た
。
」
と
心
か
ら
思
え
、
留

学
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
に
心
底
感
謝
し
た
。 

 

留
学
か
ら
帰
る
と
四
年
生
で
就
職
活
動

が
待
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
水
道
水

を
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ん
で
い
た
私
は
見
事
に
胆

石
が
た
ま
り
、
帰
国
す
る
な
り
病
気
続
き

で
入
院
。
就
職
活
動
の
出
鼻
を
大
き
く
挫

い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
の
仕
事
に
つ
く

ぞ
ー
、
と
張
り
き
っ
て
い
た
だ
け
に
活
動

も｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
支
店
を
持
つ
企
業
の

み｣

と
い
う
極
め
て
狭
い
範
囲
に
絞
っ
て

い
た
。
そ
れ
で
も
面
接
で
は｢

ハ
ン
ガ
リ

ー
語
や
っ
て
、
何
が
で
き
る
の
？
女
の
子

は
駐
在
な
ん
て
行
か
さ
れ
な
い
よ｣

と
冷

た
く
あ
し
ら
わ
れ
、
そ
ん
な
調
子
で
卒
業

間
近
ま
で
内
定
は
出
て
い
な
か
っ
た
。

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
懸
け
て
き
た
私
の
大
学

生
活
何
や
っ
た
ン
？｣

と
沈
む
私
に
、
ま

た
も
や
父
が
言
っ
た
。｢

ど
う
せ
卒
業
旅

行
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
行
く
な
ら
、
就
職
活
動

も
し
て
き
た
ら
？｣

私
は
「
え
っ
！
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
就
職
し
て
も
良
い
の
？
」
と
驚

い
た
が
、
そ
れ
も
そ
う
だ
、
早
速
、
卒
業

旅
行
兼
就
職
活
動
に
再
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

降
り
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
初
か
ら
そ
う

上
手
く
は
い
か
な
い
。
日
系
企
業
の
リ
ス

ト
を
手
に
、
片
っ
端
か
ら
電
話
で
自
分
を

売
り
こ
む
が
、
「
募
集
は
し
て
い
な
い
」
と

の
残
念
な
返
事
ば
か
り
。
絶
望
に
泣
き
く

れ
、
も
う
日
本
に
帰
ろ
う
、
と
思
っ
た
時

だ
っ
た
。
一
度
電
話
で
断
ら
れ
た
が
「
一

応
連
絡
先
教
え
て
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い

た
会
社
か
ら
電
話
で
「
ど
う
就
職
決
ま
っ

た
？
う
ち
に
会
社
見
学
来
て
み
る
？
」
と
、

こ
れ
こ
そ
神
の
声
だ
っ
た
。
社
長
に
お
会

い
し
て
話
し
て
い
る
う
ち
、
あ
っ
と
い
う

間
に
内
定
を
頂
い
た
。
「
現
地
採
用
で
給

料
少
な
い
け
ど
、
社
会
勉
強
の
つ
も
り
で

頑
張
り
な
よ
」
と
温
か
い
お
言
葉
ま
で
頂

い
た
。
そ
う
し
て
見
事
就
職
先
を
見
つ
け

て
、
嬉
し
い
報
告
を
持
っ
て
帰
国
し
、
卒

業
式
を
迎
え
る
事
が
出
来
た
。 

ビ
ザ
が
下
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
戻
り
、
某

日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
通
訳
と
し
て
働

く
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、
こ
れ
ま
た
自
分

の
ア
ホ
さ
加
減
が
身
に
染
み
た
。
文
系
の

大
学
を
出
て
自
動
車
免
許
も
持
っ
て
お
ら

ず
「
リ
ア
ド
ア
」
「
バ
ッ
ク
ド
ア
」
の
違
い

も
わ
か
ら
な
い
私
が
、
プ
レ
ス
・
溶
接
・

塗
装
・
組
み
立
て
な
ど
車
の
製
造
に
関
す

る
通
訳
を
す
る
の
だ
か
ら
分
け
が
わ
か
ら

な
い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
ど
こ
ろ
か
日
本
語

さ
え
も
専
門
用
語
ば
か
り
で
理
解
で
き
な

い
。
周
り
の
日
本
人
の
方
に
は
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
話
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

何
と
か
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
訳
す
日
々
。
大

変
な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
そ
し
て
、
社

会
人
に
な
っ
て
初
め
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
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選
択
し
た
こ
と
を
後
悔
し
た
の
は
、
会
議

で
の
初
め
て
の
通
訳
の
後
だ
っ
た
。
社
長

の
立
派
な
言
葉
も
、
私
に
か
か
れ
ば
幼
稚

園
児
並
み
の
語
彙
の
羅
列
に
な
っ
て
し
ま

う
。
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
訳
そ
う
と
必

死
に
な
り
、
ふ
と
訳
す
時
に
口
を
止
め
て

考
え
込
ん
だ
時
、
社
長
は
自
分
が
話
し
た

ほ
う
が
早
い
、
と
判
断
さ
れ
、
英
語
で
話

し
始
め
た
。
も
う
自
分
の
存
在
を
消
し
た

い
ほ
ど
の
恥
ず
か
し
さ
だ
っ
た
。
会
議
が

終
わ
り
社
長
に
謝
り
、
一
目
散
に
ト
イ
レ

に
駆
け
込
み
オ
イ
オ
イ
泣
い
た
。
「
な
ん

て
難
し
い
言
葉
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ

ろ
う
。
自
分
の
ア
ホ
さ
の
せ
い
で
人
に
迷

惑
を
か
け
る
な
ん
て
最
低
だ
…
」
ト
イ
レ

で
ひ
と
し
き
り
泣
い
た
後
、
机
に
戻
る
と

メ
ー
ル
が
届
い
て
い
た
、
「
良
く
や
っ
た

ね
。
頑
張
っ
た
ね
。
」
こ
れ
が
未
来
の
旦
那

様
、
今
の
主
人
か
ら
の
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
あ
ん
な
通
訳
で
も

認
め
て
く
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
、
頑
張
ろ

う
、
と
。
そ
れ
か
ら
毎
月
の
会
議
で
の
通

訳
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
に
私
の
目
立
っ

た
間
違
い
を
会
議
後
に
指
摘
し
て
も
ら
っ

た
り
、
会
計
・
生
産
・
販
売
な
ど
の
そ
の

都
度
必
要
な
専
門
用
語
を
頭
に
詰
め
込
み
、

二
歩
進
ん
で
は
一
歩
さ
が
り
し
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
上
司
や
同

僚
に｢

今
回
は
前
よ
り
良
か
っ
た
よ｣

と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
本
当
に
誉
め
る
の
が

上
手
だ
。
人
を
や
る
気
に
さ
せ
る
よ
う
に

上
手
に
誉
め
る
。
お
世
辞
と
は
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
も
、
毎
回
の
励
ま
し
は
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
お
だ
て

に
載
せ
ら
れ
な
が
ら
、
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
数
あ
る
失
敗
の
中
で
も
大
失
敗

は
、
ロ
ー
カ
ル
Ｔ
Ｖ
番
組
で
の
社
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
通
訳
だ
。
司
会
者
の

｢

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
働
き
っ
ぷ
り
に
対
し

て
は
ど
う
お
感
じ
で
す
か
？｣

と
の
質
問

に
対
し
、
社
長
は
「
大
変
満
足
し
て
い
ま

す
」
と
答
え
た
の
に
、
私
は
事
も
あ
ろ
う

か
「
も
う
た
く
さ
ん
だ
」
と
訳
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
！
と
い
う
の
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
語

で
は｢

満
足
す
る｣

と
「
た
く
さ
ん
だ
、
う

ん
ざ
り
だ
」
の
単
語
は
音
が
似
て
い
る
の

で
、
焦
っ
て
誤
訳
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

（
や
っ
て
し
も
た
！
）
と
言
っ
た
直
後
に

気
づ
い
た
が
、
司
会
者
は
「
あ
ぁ
、
言
い

間
違
っ
た
ん
だ
な
」
と
く
ら
い
に
し
か
思

わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
次
の
質
問
に
進
ん

で
く
れ
た
。
テ
レ
ビ
放
映
前
に
ビ
デ
オ
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
バ
ッ
チ
リ
誤
訳
で

聴
き
取
れ
、
上
司
も｢

ま
ず
い
け
ど
、
外

国
人
の
通
訳
だ
か
ら
間
違
い
だ
と
み
ん
な

思
う
だ
ろ
う｣

と
い
う
こ
と
で
納
ま
り
、

そ
の
ま
ま
放
映
さ
れ
た
が
、
今
で
も
恥
ず

か
し
く
て
消
し
た
く
て
も
消
せ
な
い
間
違

だ
。 

い

 

仕
事
で
一
喜
一
憂
し
て
い
る
傍
ら
、
私

生
活
で
も
大
変
化
が
あ
っ
た
。
結
婚
す
る

事
に
な
っ
た
。
相
手
は
同
じ
会
社
の
駐
在

さ
ん
だ
。
結
婚
式
は
地
元
に
ち
な
ん
で
エ

ス
テ
ル
ゴ
ム
大
聖
堂
で
行
っ
た
（
詳
し
く

は
『
ド
ナ
ウ
通
信
』
五
二
号
を
）
。 

会
社
で
自
分
の
力
不
足
を
嘆
い
て
も
、

家
に
帰
れ
ば
全
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人

が
い
る
、
そ
ん
な
毎
日
は
と
て
も
幸
せ
で
、
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仕
事
も
家
庭
も
順
調
だ
っ
た
。
そ
し
て
ま

た
大
変
化
が
訪
れ
た
。
妊
娠
し
た
の
だ
。

出
血
が
あ
り
入
院
し
た
り
し
た
せ
い
で
早

速
、
産
休
に
入
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
私

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
わ
り
方
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
会
社
と
家
の
往

復
で
、
仕
事
を
通
じ
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人

と
の
お
付
き
合
い
だ
っ
た
の
が
、
四
六
時

中
顔
を
合
わ
せ
て
は
世
間
話
し
た
り
、
日

本
食
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
食
を
交
換
し
合
っ
た

り
す
る
ご
近
所
づ
き
あ
い
が
始
ま
っ
た
の

だ
。
こ
れ
は
子
供
が
生
ま
れ
て
育
児
休
暇

中
の
現
在
も
続
い
て
い
る
が
と
て
も
楽
し

い
。
近
所
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
子
供
達
と

普
通
に
遊
ぶ
息
子
を
見
な
が
ら
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
の
マ
マ
友
達
と
井
戸
端
会
議
す
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
「
え
え
！
」
と
か
「
ゲ

ェ
！
」
と
か
い
う
ウ
ナ
ギ
を
味
見
さ
せ
た

り
、
寒
天
・
お
は
ぎ
な
ど
の
和
風
デ
ザ
ー

ト
を
作
っ
て
あ
げ
た
り
、
家
庭
の
グ
ヤ
ー

シ
ュ
を
も
ら
っ
た
り
、
病
気
の
時
は
良
い

先
生
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
。
（
ち
な

み
に
私
の
近
所
で
は
オ
ム
ラ
イ
ス
・
杏
仁

腐
が
好
評
だ
っ
た
） 

豆

 

そ
ん
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
活
も
そ
ろ
そ
ろ

終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
た
。
主
人
の
帰
任

で
、
こ
の
春
帰
国
す
る
事
に
な
っ
た
の
だ
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
最
初
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
家
族
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
、
体
験
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
家
庭
の
温

か
さ
、
留
学
時
代
に
学
生
と
し
て
見
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
社
会
人
に
な
っ
て
会
社
の
中

で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
の
関
わ
り
方
、
結

婚
し
子
育
て
し
て
主
婦
と
し
て
関
わ
っ
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
色
々
な
立
場
で
様
々
な
顔

を
持
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
今
そ
う
思

え
る
事
は
、
結
局
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
、

幾
度
と
な
く
後
悔
も
し
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
を
選
択
し
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
る
の
だ
と
思
う
と
不
思
議
だ
。
私
の

人
生
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
幾
つ
も
体
験
さ
せ

て
く
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
く
れ
、
周
り
で
温
か
く
見
守
り
、
助
言

し
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
人
の
方
々
に
も
心

か
ら
お
礼
を
言
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
ま
だ

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
生
活
を
さ
れ
る
方
、
良
い

事
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

自
分
な
り
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
良
さ
を
発
見

し
な
が
ら
素
敵
な
日
々
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。 

         

最
後
に
、
自
分
で
希
望
し
て
き
た
わ
け

で
も
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
勉
強
し
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か
言

葉
を
覚
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
同
僚
と
も
仲

良
く
仕
事
を
し
、
私
と
息
子
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
主
人
に｢

五
年

間
ど
う
も
お
疲
れ
様｣

と
こ
の
場
を
お
借

し
て
言
い
た
い
。 

り
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私
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
来
る
前
に
い
た
福

井
の
友
人
に
、
真
山
美
保
と
い
う
児
童
作

家
で
「
泥
か
ぶ
ら
」
と
い
う
佳
作
が
あ
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ

の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 泥

か
ぶ
ら
・
・ 

 
友
人
か
ら
聞
い
た
佳
作

紹
介 

 
 
 

 

の

菱
木 

紘
子 

 

あ
る
村
外
れ
の
大
変
貧
し
い
家
に
お
ば

あ
さ
ん
と
二
人
で
住
ん
で
い
る
女
の
子
が

お
り
ま
し
た
。
ま
ん
丸
の
顔
に
は
泥
が
つ

き
、
汚
い
着
物
を
着
て
、
余
り
風
呂
に
も

入
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
、
薄
汚
れ
た
格
好

で
し
た
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
ち
ょ
ん
と
束

ね
た
髪
の
毛
と
そ
の
姿
は
、
遠
く
か
ら
見

る
と
、
ま
る
で
葉
っ
ぱ
の
つ
い
た
泥
だ
ら

け
の
か
ぶ
ら
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村

の
者
た
ち
は
女
の
子
が
歩
い
て
い
る
と
、

「
泥
か
ぶ
ら
、
泥
か
ぶ
ら
」
と
言
っ
て
は

か
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
。
男
の
子
た
ち
か

ら
は
、
石
を
な
げ
ら
れ
た
り
、
泥
を
ひ
っ

か
け
ら
れ
た
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
誰
も

助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
女
の
子
は
負
け
ず
に
立
ち
向
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
男
の
子
た

ち
の
い
じ
め
に
合
い
、
喧
嘩
を
し
て
泣
か

さ
れ
、
一
人
で
え
ん
え
ん
泣
き
な
が
ら
神

社
に
や
っ
て
き
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
大

き
な
石
の
と
こ
ろ
に
、
一
人
の
老
人
が
座

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
老
人
は
ず
っ
と
子

ど
も
た
ち
の
喧
嘩
を
黙
っ
て
見
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
泣
い
て
い
る
女
の
子
に
向
か

っ
て
、
「
一
寸
こ
こ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
呼

び
寄
せ
、
「
お
前
は
こ
の
村
で
一
番
美
し

い
娘
に
な
り
た
く
は
な
い
か
」
と
尋
ね
ま

し
た
。
女
の
子
は
、
も
う
二
度
と
い
じ
め

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
「
美

し
く
な
り
た
い
」
と
泣
き
な
が
ら
答
え
ま

し
た
。
老
人
は
女
の
子
の
泥
と
涙
で
く
ち

ゃ
く
ち
ゃ
の
顔
を
拭
っ
て
や
り
な
が
ら
言

い
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

私
が
こ
れ
か
ら
言
う
三
つ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
心
に
留
め
て
、
そ
れ
を
行
い
な
さ

い
。
一
つ
、
い
つ
も
に
っ
こ
り
と
笑
う
こ

と
、
二
つ
、
自
分
は
醜
い
と
い
う
こ
と
を

決
し
て
恥
じ
ぬ
こ
と
、
三
つ
、
こ
れ
か
ら

は
他
の
人
の
身
に
な
っ
て
考
え
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
思
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
し

っ
か
り
守
れ
ば
、
村
一
番
の
美
し
い
娘
に

な
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
老
人
は
泥
か
ぶ
ら
に

教
え
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ

し
ま
い
ま
し
た
。 

て

 

女
の
子
は
美
し
く
な
り
た
い
一
心
で
、

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
毎
日
毎
日
、
老
人

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
の
調
子
で
、
学
校
へ
行
く
途
中
に

い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
て
も
「
に
っ
こ
り
」

笑
い
、
何
を
す
る
に
も
他
人
の
身
に
な
っ

て
物
事
を
考
え
る
よ
う
に
心
掛
け
た
の
で

す
。
や
が
て
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
女

の
子
の
心
か
ら
は
憎
し
み
が
消
え
、
そ
の

心
は
穏
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

村
の
人
た
ち
も
、
女
の
子
を
暖
か
い
目

で
見
る
よ
う
に
な
り
、
「
今
日
は
農
作
業

が
忙
し
い
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を
代
わ
り
に

み
て
い
て
く
れ
な
い
か
」
、
「
法
事
が
あ
る
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や
が
て
、
た
っ
た
一
人
の
身
内
で
あ
る

お
ば
あ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
女
の
子
は
、
そ
の
後
も
村
の

人
た
ち
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
、
な
に
不
自

由
な
く
幸
せ
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

か
ら
、
手
伝
い
に
来
て
く
れ
な
い
か
」
と

い
っ
た
具
合
に
、
娘
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
頼
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
泥
か
ぶ
ら

は
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
「
は
い
」

と
快
く
引
き
受
け
、
頼
ん
だ
人
の
身
に
な

っ
て
考
え
、
一
生
懸
命
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。
村
の
人
た
ち
は
自
分
の
家
に
何
か
が

あ
れ
ば
「
こ
れ
を
持
っ
て
帰
り
な
さ
い
」
、

「
お
姉
ち
ゃ
ん
の
服
が
小
さ
く
な
っ
た
か

ら
、
こ
れ
を
着
な
さ
い
」
と
、
食
べ
物
や

着
物
を
与
え
る
の
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
あ
る
年
、
日
照
り
続
き
で
作

物
が
全
滅
、
泥
か
ぶ
ら
と
仲
の
よ
い
友
達

の
家
も
、
食
べ
て
い
く
の
に
困
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
子
ど
も
の
世
話
を

み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
両
親
は
、

そ
の
子
を
売
り
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
友
達
が
売
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
知
っ
た
泥
か
ぶ
ら
は
、
と
て
も
悲

し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
子
を
な
ん
と

か
助
け
た
い
と
、
そ
の
子
の
代
わ
り
に
自

分
が
売
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
決
心
し
た
の

で
す
。
「
私
は
今
ま
で
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
い
、
一

人
ぼ
っ
ち
で
す
。
今
と
な
っ
て
は
私
が
売

ら
れ
て
行
っ
て
も
、
誰
も
悲
し
む
人
は
い

ま
せ
ん
。
ど
う
か
代
わ
り
に
私
を
売
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
泥
か
ぶ
ら
は
そ
う
頼
ん
で
、

人
買
い
の
人
に
連
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 
凶
悪
な
こ
と
も
平
気
で
す
る
こ
の
人
買

い
と
の
旅
路
で
も
、
泥
か
ぶ
ら
は
今
ま
で

過
ご
し
た
村
の
こ
と
を
楽
し
く
人
買
い
に

話
し
た
り
、
夜
に
な
る
と
着
物
を
洗
っ
て

や
っ
た
り
、
「
小
父
さ
ん
、
疲
れ
た
で
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
は
足
を
揉
ん
で
あ
げ
た
り

す
る
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
旅
の
幾
日
か

が
過
ぎ
、
あ
る
朝
い
つ
も
の
よ
う
に
宿
屋

で
女
の
子
が
目
を
覚
ま
し
て
み
る
と
、
傍

に
寝
て
い
た
人
買
い
の
姿
は
な
く
、
代
わ

り
に
き
ち
ん
と
た
た
ん
だ
布
団
の
上
に
手

紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
紙
に
は
「
有

難
う
。
お
前
の
よ
う
に
美
し
い
子
を
今
ま

で
見
た
こ
と
が
な
い
。
家
に
帰
る
ま
で
の

旅
費
で
す
。
」
と
書
か
れ
、
お
金
が
添
え
て

あ
り
ま
し
た
。 
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九
一
年
か
ら
九
七
年
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
い
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
。
ワ
イ
ン
に
は
興
味
は
あ
っ
た
が
、

日
本
食
屋
で
焼
酎
＆
ビ
ー
ル
で
皆
と
騒
ぐ

の
が
関
の
山
。
と
て
も
“
ワ
イ
ン
”
な
ん

て
い
う
ガ
ラ
で
は
な
か
っ
た
（
勿
論
、
今

も
似
合
っ
て
は
い
な
い
…
）
。
そ
の
後
、
突

然
、
中
近
東
は
ド
バ
イ
へ
と
赴
任
。
ド
バ

イ
－
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
－
で
は
、
日
本
人

は
お
酒
を
飲
め
る
。
ワ
イ
ン
も
酒
類
購
入

許
可
証
を
買
え
ば
、
外
人
向
け
の
酒
店
で

購
入
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
面
倒
な
手

間
が
か
か
っ
た
り
選
択
肢
が
少
な
か
っ
た

り
す
る
（
中
東
の
面
白
話
を
す
る
と
キ
リ

が
無
い
。
ま
た
、
そ
の
不
便
さ
は
読
者
の

想
像
に
任
せ
た
い
。
そ
の
実
際
は
決
し
て

貴
方
の
期
待
を
裏
切
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
）
。
い
ろ
い
ろ
制
約
さ
れ
る
と
欲
し
く
な

る
の
が
人
間
の
常
で
あ
る
。
年
に
二
回
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
（
こ
れ
が
な
い
と
家

族
は
人
生
の
目
的
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
中

東
で
は
生
き
て
い
け
な
い
）
で
は
毎
回
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
、
ア
ラ
ブ
人
の
如
く
、

贅
沢
三
昧
で
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
美
味

し
い
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
つ
か
の
間
の
極
楽

ア
ラ
ブ
浄
土
を
味
わ
っ
た
も
の
だ
（
彼
ら

と
の
本
質
的
な
違
い
は
「
本
当
の
お
金
持

ち
か
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
位
で
あ
っ
た
。

そ
の
せ
い
で
（
？
）
未
だ
に
品
位
に
欠
け

る
）
。 

自
己
満
足
的
葡
萄
酒
生
活 

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
来
て
二
年
、
マ
イ･

ワ

イ
ン
ブ
ー
ム
爆
発
の
様
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
小
生
の
赴
任
暦
の
賜
物
で
あ
ろ
う

か
？ ワ

イ
ン
が
好
き
で
あ
る
。
今
ご
ろ
ワ
イ

ン
な
ん
て
少
し
時
代
遅
れ
か
も
し
れ
な
い

が
マ
イ
ブ
ー
ム
（
こ
れ
も
古
い
？
）
と
い

う
と
こ
ろ
か
。
こ
う
い
う
書
き
物
な
ど
し

た
こ
と
が
な
い
の
で
心
に
移
り
行
く
よ
し

な
し
ご
と
を
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く

ら
せ
て
頂
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

恒
松 

孝
一 

 

忘
れ
も
し
な
い
二
○
○
○
年
の
三
月
五

日
。
ド
バ
イ
で
の
四
年
目
の
赴
任
生
活
の

た
め
に
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
延
長
の
申
請
を
し
た
次

の
日
、
社
長
に
呼
ば
れ
た
。
「
四
月
一
日
付

け
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
。
大
至
急
、
引
継
ぎ
に

行
く
よ
う
に
」
。
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ

て
昨
日
ま
で
「
翌
年
も
ド
バ
イ
」
て
言
う

て
た
や
ん
。
パ
ス
ポ
ー
ト
か
て
あ
り
ま
せ

ん
ョ
…
。
と
り
あ
え
ず
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が

戻
っ
て
き
て
三
月
一
五
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
来
た
（
こ
の
会
社
の
人
事
の
凄
さ
を
語

り
出
す
と
キ
リ
が
な
い
の
で
、
こ
れ
も
読

者
の
想
像
に
お
任
せ
し
た
い
。
と
に
か
く

凄
い
と
だ
け
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
本
当

に
ス
ゴ
ス
ギ
ル
…
）
。
仕
事
の
第
一
歩
、
一

通
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
て
、
「
よ
し
っ
！

赤
ワ
イ
ン
だ
！
！
」
。
小
生
の
ウ
ラ
業
務
目

標
は
ワ
イ
ン
ラ
イ
フ
満
喫
と
決
ま
っ
た
。

未
だ
に
本
業
の
業
務
目
標
は
定
ま
ら
な
い

（
「
ゴ
ル
フ
で
百
を
切
る
」
に
し
よ
う
か
と

考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
因
み
に
読

者
の
皆
様
の
ご
推
測
通
り
、
小
生
の
仕
事

は
ワ
イ
ン
と
は
全
く
関
係
な
い
。
勿
論
、
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ゴ
ル
フ
も
違
う
）
。 

憧
れ
の
ワ
イ
ン
と
共
に
す
る
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
ラ
イ
フ
が
始
ま
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
の
最
初
の
ワ
イ
ン
エ
リ
ア
訪
問
は
エ
グ

リ
ビ
カ
ベ
ル
で
有
名
な
エ
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。

二
○
○
一
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
（
決
意
と

は
裏
腹
に
実
行
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
の
も
ア
ラ
ブ
人
の
常
で
あ
る
）
。
地
球

の
歩
き
方
を
見
て
、
能
書
き
だ
け
綺
麗
な

「
美
女
の
谷
」
と
い
う
横
穴
式
住
居
群
を

訪
れ
た
。
こ
こ
で
美
女
と
は
全
く
縁
も
無

い
偏
屈
オ
ヤ
ジ
原
人
の
唱
え
る
お
題
目
を

聞
き
な
が
ら
試
飲
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
「
そ
こ
そ
こ
イ
ケ
ル
！
」
の
だ
。
当

時
は
そ
ん
な
に
ワ
イ
ン
の
味
も
判
ら
な
い

の
で
薦
め
ら
れ
る
が
ま
ま
二
リ
ッ
ト
ル
ば

か
り
買
っ
た
。
こ
の
横
穴
式
住
居
に
お
い

て
は
縄
文
式
の
土
器
に
も
劣
る
と
も
勝
ら

な
い
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ワ
イ

ン
を
売
っ
て
く
れ
る
（
せ
め
て
綺
麗
に
洗

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
願
う
）
。
百
カ
国

以
上
の
国
を
流
浪
さ
せ
ら
れ
て
い
る
小
生

で
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
「
そ
の
ま

ま
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
始
め
て
の
経
験
で
あ

る
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逞
し
さ
、
恐
る
べ

し
！
）
。
ま
た
、
少
し
お
金
を
出
す
と
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
香
り
が
プ
ン
プ
ン
す
る
お

土
産
に
ぴ
っ
た
り
の
樽
型
の
容
器
も
あ
る
。

臆
病
者
の
小
生
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逞
し
さ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
避
け
、
ワ
イ

ン
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
風
味
を
チ
ョ
イ
ス

し
た
（
一
応
、
税
制
管
理
の
為
（
？
）
の

綺
麗
な
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
な
か
な
か
真
実
味
を
帯
び
て
い
て

ウ
レ
シ
イ
）
。 

さ
ー
て
、
帰
宅
後
飲
ん
で
み
る
。
昼
間

の
美
味
が
無
い
！
長
い
時
間
車
で
揺
ら
れ

た
上
に
、
興
味
津
々
の
当
家
の
ご
子
息
様

ご
令
嬢
様
の
悪
戯
に
怯
え
て
ワ
イ
ン
が
疲

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
日

休
ま
せ
て
あ
げ
た
。
味
見
を
し
て
み
て
、

も
う
一
日
お
休
み
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
小
樽
の
香
り
は
強
く
な

る
が
、
あ
の
「
そ
こ
そ
こ
イ
ケ
ル
！
」
は

二
度
と
は
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
…
。
「
お

ひ
ま
」
を
あ
げ
た
。 

小
生
の
ワ
イ
ン
め
ぐ
り
は
続
く
。
わ
ざ

わ
ざ
長
距
離
を
ド
ラ
イ
ブ
な
ぞ
し
な
く
と

も
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
い
う
文
明
の
都
が
あ
る
。
あ
き

ら
か
に
横
穴
式
住
居
の
オ
ヤ
ジ
原
人
文
明

よ
り
進
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
コ
ラ
文

明
、
テ
ス
コ
文
明
、
オ
ー
シ
ャ
ン
文
明
と

高
速
一
号
線
流
域
に
栄
え
る
文
明
の
都
を

訪
れ
た
。
し
た
り
っ
、
有
る
で
は
な
い
か
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
ワ
イ
ン
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い

る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
達
が
…
。
カ
タ
チ
を
重

視
す
る
小
生
に
と
っ
て
は
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

が
キ
ー
な
の
だ
。
片
っ
端
か
ら
買
う
。
兎

に
角
値
段
の
高
い
も
の
か
ら
買
う
（
や
は

り
下
品
で
あ
る
）
。
お
陰
様
で
コ
ラ
文
明
の

都
で
は
特
典
ポ
イ
ン
ト
が
大
分
貯
ま
っ
た

（
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
う
文

明
の
都
は
街
の
ワ
イ
ン
屋
よ
り
も
は
る
か

に
値
段
が
安
い
と
言
う
点
で
あ
る
）
。 

ワ
イ
ン
の
世
界
は
「
カ
タ
チ
」
に
事
欠

か
な
い
。
ワ
イ
ン
そ
の
も
の
は
勿
論
の
事

な
が
ら
、
飲
み
方
、
色
、
香
り
。
味
わ
い

の
表
現
の
仕
方
。
注
ぎ
方
に
飲
み
方
。
ま
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面
白
い
と
こ
ろ
で
は
香
り
の
本
と
い
う

も
の
ま
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
の
基
本
の
香
り

が
入
っ
た
小
瓶
が
五
○
種
類
位
は
い
っ
て

い
る
、
簡
単
に
言
え
ば
ワ
イ
ン
の
香
水
セ

ッ

ト

だ

。

誰

が

何

の

目

的

で

買

う

の

か
？
？ 

香
水
の
代
わ
り
に
ワ
イ
ン
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
体
に
付
け
て
歩
く
の
だ
ろ
う

か
？
鹿
の
香
り
と
か
、
木
の
皮
の
香
り
と

か
も
あ
る
の
だ
が
…
（
実
は
小
生
の
ワ
イ

ン
冷
蔵
庫
の
上
で
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る

…
）
。 

る
で
茶
華
道
の
世
界
で
あ
る
。
勿
論
、
道

具
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
各
種
ワ
イ
ン
に
あ

っ
た
専
用
の
形
を
し
た
グ
ラ
ス
、
デ
キ
ャ

ン
タ
。
ワ
イ
ン
オ
ー
プ
ナ
ー
に
専
用
冷
蔵

庫
、
等
々
（
カ
タ
チ
か
ら
入
る
小
生
は
す

っ
か
り
ワ
イ
ン
貧
乏
に
な
っ
た
）
。 

最
後
に
教
材
に
つ
い
て
。
こ
れ
か
ら
ワ

イ
ン
を
始
め
よ
う
と
さ
れ
る
方
に
は
是
非

「
カ
タ
チ
か
ら
入
る
」
こ
と
を
薦
め
た
い
。

こ
れ
も
ワ
イ
ン
の
簡
単
な
楽
し
み
方
の
一

つ
で
あ
る
。
教
養
高
い
筆
者
は
、
ワ
イ
ン

道
を
極
め
よ
う
と
す
る
志
の
高
い
方
に
お

勧
め
す
る
参
考
書
物
と
し
て
「
ソ
ム
リ
エ
」

「
舜
の
ワ
イ
ン
」
と
い
う
コ
ミ
ッ
ク
本
を

挙
げ
る
。
ま
た
、
漫
画
の
「
ソ
ム
リ
エ
」

を
題
材
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
吾
郎
ち
ゃ
ん
が
主

演
し
た
連
続
ド
ラ
マ
の
「
ソ
ム
リ
エ
」
も

実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
理
解
で
き
る
と

い
う
点
で
貴
重
な
参
考
資
料
と
言
え
よ
う
。 

今
回
、
ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
で
マ
イ
ブ

ー
ム
の
ワ
イ
ン
に
関
し
て
原
稿
を
書
く
こ

と
と
な
っ
た
。
個
人
的
な
趣
味
の
域
を
越

え
よ
う
な
ど
と
大
そ
れ
た
考
え
は
毛
頭
な

く
、
た
だ
好
き
だ
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
。

楽
し
む
た
め
に
ワ
イ
ン
を
語
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
正
確
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

故
、
文
中
の
「
多
少
の
ウ
ソ
」
と
「
余
り

に
も
大
げ
さ
な
記
述
」
も
笑
っ
て
、
見
習

い
「
バ
ッ
カ
ス
の
戯
言
」
と
お
許
し
願
い

た
い
。 

ワ
イ
ン
に
関
し
て
書
く
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
実
は
ワ
イ
ン
の
こ
と
な
ど
こ
れ
っ

ぽ
っ
ち
も
知
ら
な
い
こ
と
が
今
回
の
寄
稿

に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自

己
再
認
識
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

『

ナ
ウ
通
信
』
に
深
く
感
謝
す
る
。 

    

ド
＊ 

バ
ッ
カ
ス
：
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
出
て

く
る
ワ
イ
ン
の
神
様
の
名
前
（
少
な
く
と

も
、
こ
れ
は
本
当
で
す
） 
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補
習
校
児
童
作
文 

か
け
が
え
の
な
い
補

校 

ぼ
く
は
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
ず
っ

と
補
習
校
に
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
先
生

六
回
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

は

 

そ
の
中
で
、
ぼ
く
が
一
番
感
謝
し
て
い

る
の
は
、
園
部
先
生
で
す
。
あ
い
う
え
お
、

も
で
き
な
か
っ
た
ぼ
く
に
、
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
い
う
え
お
も
そ
う

で
す
が
、
他
に
本
読
み
と
か
、
た
し
算
と

か
、
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
園

部
先
生
は
こ
わ
い
時
も
、
や
さ
し
い
時
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
に
と
っ
て
一

番
い
い
先
生
だ
と
思
い
ま
し
た
。
園
部
先

生
の
お
か
げ
で
、
勉
強
も
少
し
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
園

部
先
生
の
こ
と
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ

ん
な
に
ぼ
く
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
た

先
生
は
他
に
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

習

六
年 

上
原 

康
士
朗 

 

  

二
年
生
の
先
生
は
島
田
先
生
で
し
た
。

ぼ
く
は
、
算
数
が
苦
手
で
、
暗
算
が
得
意

な
り
ょ
う
太
君
と
島
田
先
生
は
、
ど
っ
ち

が
暗
算
が
得
意
か
決
め
よ
う
と
か
い
ろ
い

ろ
言
っ
て
い
て
、
ぼ
く
と
川
辺
さ
ん
は
ビ

ビ
リ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
ん
な
こ
と
も

し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。
「
あ
の
二
人
は
、
試
合

し
す
ぎ
だ
よ
ね
ぇ
」
な
ど
と
、
言
い
な
が

、
二
年
生
は
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。 

ら

 

三
年
生
の
時
は
、
坂
井
先
生
で
し
た
。

ス
パ
ル
タ
で
ぼ
く
に
、
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
四
年
生
・
五
年
生
・
六
年
生
は
し
ょ

う
り
ゃ
く
し
ま
す
。 

 
今
ま
で
、
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
一
年
生
に
な

て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

っ

 

六
年
間
の
思
い
出 

小
学
六
年 

小
野
田 

陽 

 

ぼ
く
は
、
四
年
生
の
時
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
来
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
最
初
の
頃

は
、
自
分
の
性
格
を
か
く
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
が
明
る
か
っ
た
の
で
、
く

し
て
い
た
性
格
を
す
ぐ
に
出
す
こ
と
が
で

き
、
今
で
は
も
う
、
性
格
の
こ
と
な
ん
か

に
し
な
い
で
み
ん
な
と
遊
ん
で
い
ま
す
。 

気

 

こ
の
六
年
間
で
い
ろ
ん
な
学
校
に
行
き

ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
で
入
学
し
て
、

一
年
生
の
三
学
期
に
日
本
へ
帰
り
、
二
年

間
は
そ
の
学
校
に
い
ま
し
た
。 

 

先
生
方
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
。
今
ま
で

あ
り
が
と
う
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。

今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
。 

そ
の
あ
と
、
四
年
生
の
時
に
ハ
ン
ガ
リ

ー
へ
来
ま
し
た
。
海
外
で
入
学
し
て
、
そ

し
て
、
海
外
で
卒
業
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
、
け
っ
こ
う
う
れ
し
い
で
す
。 

今
ま
で
通
っ
て
き
た
学
校
の
先
生
方
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

ぼ
く
が
今
ま
で
通
っ
た
小
学
校
の
数
は

四
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
い
ろ

ん
な
学
校
に
行
き
た
い
で
す
。 
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私
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
日
本
で

過
ご
し
ま
し
た
。
四
年
生
の
終
わ
り
に
急

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
行
く
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
う
ち

に
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
と
補
習
校
で
の

一
年
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。
特
に
初
め
の

半
年
間
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
と
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

先
生
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
先
生
方
に
恩
返

し
ま
で
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
今
度
は
私
が
先
生
の
手
伝
い
を
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
来
て 

小
学
六
年 

上
坂 

桃 
 

 

こ
の
六
年
間
で
私
は
、
い
ろ
い
ろ
変
わ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ

着
て
か
ら
は
、
新
し
い
楽
器
を
始
め
た
り

英
語
を
覚
え
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
補
習
校
で
は
、
仲
川
先
生
、

吉
原
先
生
、
島
田
先
生
、
他
の
先
生
方
、

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
友
達
に
助
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
両
親
に
も
た

く
さ
ん
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
ま
で

私
を
助
け
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら
、

今
の
私
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
、
少
し
お
兄

さ
ん
気
分
に
な
り
な
が
ら
入
学
し
、
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
と
し
て
、
学
校
に
通
い
始

め
た
あ
の
日
か
ら
、
六
年
に
な
り
ま
し
た
。

僕
は
今
、
そ
の
小
学
校
生
活
に
終
わ
り
を

つ
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
前
に
、

小
学
校
生
活
の
中
で
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来

を
思
い
出
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

小
学
校
生
活
六
年 

中
学
で
は
、
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
か

心
配
だ
け
ど
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

小
学
六
年 

栗
田 

晃
孝 

 

事

 

ま
ず
、
四
年
生
で
野
球
部
に
入
部
し
た

時
の
こ
と
。
僕
は
、
野
球
選
手
に
な
る
こ

と
が
夢
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
近
所
の
公

園
で
毎
日
の
よ
う
に
野
球
を
し
て
い
ま
し

た
。
あ
の
時
か
ら
、
仲
間
の
大
切
さ
を
覚

始
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
六

間 

え

 

ま
た
、
五
年
生
の
時
の
自
然
学
校
。
あ

の
時
、
協
力
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
と
て
も
、

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

い

 

泣
こ
う
が
、
笑
お
う
が
、
小
学
校
生
活

は
も
う
、
終
わ
り
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、

も
っ
と
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
。 

に

  

今
、
僕
の
小
学
校
生
活
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
六
年
間
ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
長
い

よ
う
で
短
い
時
間
で
し
た
。
入
学
式
の
日

き
ん
ち
ょ
う
し
て
出
た
自
分
、
た
く
さ
ん

友
達
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
自
分
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
わ
く

わ
く
す
る
よ
う
な
、
悲
し
い
よ
う
な
気
分

だ
っ
た
自
分
、
そ
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

来
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
た
自
分
。 

年

小
学
六
年 

清
水 

郁
馬 
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こ
の
六
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

私
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

悲
し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
こ
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
思
い
出
。

そ
れ
は
、
お
父
さ
ん
が
私
た
ち
を
車
に
乗

せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
つ
れ
て
い
っ
て

く
れ
た
こ
と
で
す
。 

  

ぼ
く
に
と
っ
て
一
番
好
き
だ
っ
た
自
分

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
自
分
で
し
た
。
そ
し
て

日
本
で
入
学
式
を
終
え
た
の
に
海
外
で
卒

業
式
を
終
え
る
な
ん
て
不
思
議
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
た
の
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
自
分

で
す
。 

 

そ
し
て
、
ぼ
く
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
れ

て
来
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
日
本
の
学
校
の
先

生
方
、
補
習
校
の
先
生
方
、
ぼ
く
の
た
く

ん
の
友
達
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

さ

 

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

 に

小
学
六
年 

古
川 

友
梨 

 

 

お
母
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
い
つ

も
食
事
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
に
礼
儀
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
私
が
苦

手
な
算
数
で
困
っ
て
い
る
時
に
、
私
に
簡

単
に
分
か
る
よ
う
に
教
え
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
お
母
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
母
さ
ん
に
い
ろ
い

な
事
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

 

そ
の
お
か
げ
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
、

ど
う
い
う
古
い
建
物
が
あ
る
か
が
、
分
か

り
ま
し
た
。
夏
休
み
、
冬
休
み
、
そ
し
て

春
休
み
な
ど
の
休
み
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ

国
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ろ

 

今
ま
で
私
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な

 

私
は
、
私
た
ち
を
他
の
国
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
て
、
家
族
の
た
め
に
働
い
て
く

れ
て
い
る
お
父
さ
ん
に
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
お
父
さ
ん
に
、
こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命

働
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

 

小
学
校
で
の
六
年
間
で
、
一
番
思
い
出

に
残
っ
た
こ
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ

ペ
ス
ト
日
本
人
補
習
校
に
来
た
こ
と
で
す
。 

  

僕
は
、
四
年
生
の
一
学
期
に
こ
の
学
校

に
来
ま
し
た
。
仲
川
先
生
が
担
任
で
、
ク

ラ
ス
は
五
人
だ
け
で
し
た
。
日
本
の
学
校

で
は
ク
ラ
ス
は
三
十
五
人
な
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
授
業
は
三
時
間
だ
け
で
、

語
と
算
数
の
科
目
が
あ
り
ま
し
た
。 

国

 

六
年
生
は
島
田
先
生
が
担
任
で
し
た
。

と
て
も
厳
し
く
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
た
っ

球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

授
業
で
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

言
っ
た
り
、
よ
く
難
し
い
問
題
を
簡
単
に

言
い
直
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

僕
は
日
本
に
帰
り
ま
す
が
、
先
生
方
、

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本
に
帰
っ
て
も

頑
張
り
ま
す
。 

補
習
校
で
の
三
年
間 

小
学
六
年 

吉
原 

翼 
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そ
の
中
で
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
住
ん
で
い

る
の
が
一
番
長
く
、
誰
か
に
見
送
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
も
な
く
「
当
分
帰
ら
な
い
ん

だ
よ
ね
？
？
」
と
勝
手
に
決
め
付
け
ら
れ

て
い
る
の
が
私
で
し
た
。 

 
 卒
 
 
 
 
 
 

中
学
三
年 

上
原 

彩
香 

 
私
は
、
こ
の
補
習
校
で
、
い
ろ
ん
な
出

会
い
を
し
、
い
ろ
ん
な
別
れ
を
し
て
き
ま

し
た
。
い
つ
も
決
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、

決
ま
っ
た
場
所
へ
遊
び
に
行
く
の
で
し
た
。

そ
の
中
の
一
人
が
帰
っ
た
と
し
て
も
、
ま

た
新
し
い
人
が
く
る
、
そ
ん
な
繰
り
返
し

で
し
た
。 

 

業 

 

な
ん
で
も
「
長
い
」
と
い
う
の
を
理
由

に
さ
れ
、
責
任
重
大
の
役
と
か
を
お
し
付

け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
年
度

は
中
三
だ
っ
た
と
い
う
事
で
、
ま
と
め
役

と
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
事
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
中
二
を
ま
と
め
る
だ
け
で

も
大
変
と
い
う
の
に
そ
こ
に
小
学
生
が
入

っ
た
と
き
に
は
も
ぅ
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

な
り
、
時
間
内
に
ま
と
め
ら
れ
ず
に
先
生

に
怒
ら
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
る
時
は
、
長
い
か
ら
「
長
老
」
な
ん

て
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
た
あ
る
時
は
小
学
生
に
も
ナ
メ
ら
れ
て

い
る
の
か
、
文
化
祭
で
一
回
や
っ
た
だ
け

の
役
な
の
に
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ

た
り
も
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
一
回
、

そ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
の
怖
さ
を
わ
か
ら
せ
て

あ
げ
な
き
ゃ
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
ん
な
小
学
生
と
接
す
る
の
も
、
み
ん

な
と
バ
カ
な
話
を
す
る
の
も
、
補
習
校
が

日
本
語
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
気
軽
に
話

せ
る
場
所
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
学
年

が
上
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
補
習
校
に

行
く
の
が
メ
ン
ド
く
さ
い
、
な
ん
て
思
う

事
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
行
事

と
か
で
み
ん
な
と
話
し
た
り
し
て
い
る
と

や
っ
ぱ
り
、
「
補
習
校
は
楽
し
い
な
」
と
思

ま
す
。 

い

 

私
は
、
も
と
も
と
顔
が
老
け
顔
な
の
か
、

顔
は
そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
中
身
は
成
長
し
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
っ
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
も
ら
っ
た
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

中
一
の
終
わ
り
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
き
て
、

 

こ
れ
か
ら
高
校
生
に
な
る
と
い
う
事
で
、

高
校
生
ら
し
く
、
明
る
く
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ

と
い
ろ
ん
な
も
の
を
も
ら
っ
て
、
成
長
し

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

中
学
三
年
間
は
と
て
も
長
か
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
中
一
の
と
き
の
こ
と
な
ん
て

ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
ほ
ど
だ
。
中
一

の
と
き
は
、
普
通
の
学
校
に
行
き
、
普
通

に
友
達
と
遊
ぶ
と
い
う
、
本
当
に
普
通
の

生
活
を
し
て
い
た
。
し
か
し
残
り
の
二
年

間
は
、
普
通
と
は
と
て
も
言
え
な
い
も
の

だ
っ
た
。 

  

て

 

長
か
っ
た
三
年
間 中
学
三
年 

本 

貴
之 
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今
ま
で
の
生
活
と
は
全
く
異
な
っ
た
生
活

が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス

ク
ー
ル
に
は
い
る
た
め
の
、
半
年
近
く
に

及
ぶ
俗
に
言
う
浪
人
生
活
を
経
験
し
た
。

そ
の
間
は
週
に
二
回
あ
る
補
習
校
に
通
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
中
二
だ
っ
た

の
ク
ラ
ス
に
は
四
人
し
か
い
な
か
っ
た
。 

僕

 

八
月
の
終
わ
り
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
ン
に

通
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
正
直
何
も
わ
か

ら
な
い
毎
日
だ
っ
た
。
特
に
何
も
や
っ
て

な
い
の
に
、
毎
日
疲
労
困
憊
状
態
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
僕
を
毎
日
学
校
に
行
か
せ
る
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
だ
。
僕

は
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
友
達
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
。
今
思
う
と
、
中
一
の
と

き
に
サ
ッ
カ
ー
を
真
剣
に
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
う
。
友
達
作
り
だ
け
で
な
く

サ
ッ
カ
ー
は
英
語
を
覚
え
る
こ
と
に
も
役

立
っ
た
。 

 

二
、
三
ヶ
月
た
っ
て
だ
ん
だ
ん
英
語
が

聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
た
。
そ
れ

で
も
毎
日
の
疲
れ
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と

は
無
か
っ
た
。
そ
れ
に
週
二
回
ア
メ
リ
カ

ン
の
後
に
あ
る
補
習
校
が
、
相
当
体
に
こ

た
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

週
月
曜
日
の
夜
は
頭
痛
が
あ
っ
た
。 

毎

 

こ
の
あ
た
り
で
気
づ
い
た
の
が
、
ア
メ

リ
カ
ン
と
日
本
で
の
宿
題
の
違
い
だ
。
日

本
で
は
毎
日
規
則
的
な
宿
題
を
や
っ
て
い

た
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
は
毎
日
違
う
も
の
を

出
し
て
く
る
。
日
本
は
質
よ
り
も
量
、
ア

メ
リ
カ
ン
は
量
よ
り
も
質
と
い
っ
た
と
こ

ろ
だ
。
考
え
て
や
ら
な
い
と
で
き
な
い
宿

題
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
大
き
な

助
け
に
な
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
で
の

成
績
の
つ
け
方
だ
。
ア
メ
リ
カ
ン
で
は
日

本
と
違
い
、
絶
対
評
価
で
成
績
を
つ
け
て

い
る
。
そ
れ
の
お
か
げ
で
そ
こ
ま
で
悪
い

績
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

成

 

補
習
校
の
ほ
う
で
は
中
三
に
な
り
、
日

本
で
は
受
験
生
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
訳

だ
が
、
特
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
一
方
ア

メ
リ
カ
ン
で
は
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
卒
業
と

い
う
こ
と
で
、
卒
業
式
が
あ
っ
た
。
し
か

し
た
い
し
た
実
感
は
わ
か
な
か
っ
た
。
た

だ
一
学
年
あ
が
る
だ
け
で
、
行
く
学
校
も
、

達
も
変
わ
ら

友

 

今
日
は
補
習

こ
と
と
な
っ
た

ド
ル
ス
ク
ー
ル

実
感
は
無
い
。

式
を
迎
え
る
こ

な
か
っ
た
の
だ

業
日
と
授
業
時

に
た
い
し
た

他

 

で
も
、
日
本
に

一
の
と
き
と
あ

ど
と
言
わ
れ
な

ン
ガ
リ
ー
に
行

れ
る
よ
う
、
こ

て
の
面
で
大
き

た
も
の
に
し

      

し

 

 

な
い
か
ら
だ
。 

校
の
中
学
卒
業
を
迎
え
る

の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
ミ

卒
業
時
同
様
、
正
直
全
く

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
卒
業

と
さ
え
夢
に
も
思
っ
て
い

が
。
高
等
部
に
な
る
と
授

間
が
変
わ
る
だ
け
な
の
で
、

変
化
は
な
い
。 

帰
国
し
た
と
き
に
、
「
中

ま
り
変
わ
っ
て
な
い
」
な

い
よ
う
、
そ
し
て
、｢

ハ

っ
て
成
長
し
た｣

と
言
わ

の
高
校
三
年
間
を
、
す
べ

く
成
長
で
き
る
よ
う
充
実

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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ア

 

二
○
○
二
年
カ
ン
ヌ
映
画
祭
の
パ
ル
ム

ド
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た

T
h

e P
ian

ist

（
日
本
上
映
題
名
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
」
）
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
三
部
門
を
受

賞
し
た
。
ロ
マ
ー
ン
・
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー

（R
o

m
a

n
 P

o
la

n
sk

i

）
が
最
優
秀
監
督
賞
、

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ィ
（A

d
rien

 

B
ro

d
y

）
が
最
優
秀
主
演
男
優
賞
、
ロ
ナ

ル
ド
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド
（R

o
n

a
ld

 H
a

rw
o

o
d

）

が
最
優
秀
脚
色
賞
に
輝
い
た
。 

   

映
画
時
評 

「

戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」 

カ
デ
ミ
ー
三
賞
の
群
像 

盛
田 

常
夫 

ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
父
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
系

ユ
ダ
ヤ
人
、
母
は
ロ
シ
ア
人
で
ユ
ダ
ヤ
の

血
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

で
生
ま
れ
た
が
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
勃
興

し
た
た
め
、
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
一
家
は
ロ
マ

ー
ン
が
三
歳
の
時
に
ク
ラ
コ
フ
へ
移
住
し

た
。
両
親
は
ロ
マ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
一
年

前
の
一
九
三
二
年
に
結
婚
し
、
母
は
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
収
容
所
で
妊
娠
四
カ
月

の
身
重
の
ま
ま
ガ
ス
室
で
殺
害
さ
れ
た
。 

 

ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
は
一
九
六
○
年
代
の
ア

イ
ド
ル
女
優
だ
っ
た
シ
ャ
ロ
ン
・
テ
ー
ト

を
二
人
目
の
妻
に
迎
え
た
が
、
翌
一
九
六

九
年
の
シ
ャ
ロ
ン
が
妊
娠
八
カ
月
の
時
に
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ヒ
ル
ズ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
メ
イ
ソ
ン
に
属
す
る
狂
信

的
な
男
に
殺
害
さ
れ
た
。
母
の
死
に
続
く
、

ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
二
度
目
の
悲
劇
で
あ
っ

た
。
当
時
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ア
イ
ド
ル

女
優
の
猟
奇
的
殺
人
事
件
と
し
て
、
世
界

に
報
道
さ
れ
た
。 

 

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
は
こ
う
し
た
悲
劇
に
遭

遇
し
て
き
た
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
に
「
シ
ン
ド

ラ
ー
の
リ
ス
ト
」
の
監
督
を
依
頼
し
た
が
、

そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
個
人
的
か
つ
苦
痛

で
あ
る
と
断
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ポ
ラ
ン

ス
キ
ー
は
今
回
の
授
賞
式
に
出
席
し
て
い

な
い
が
、
そ
れ
は
一
九
七
八
年
の
未
成
年

少
女
へ
の
性
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、

米
国
へ
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ア

メ
リ
カ
育
ち
だ
が
、
父
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
系

ユ
ダ
ヤ
人
で
、
母
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
著

名
な
写
真
家
、
ス
ィ
ル
ヴ
ィ
ア
・
プ
ラ
ッ

キ
ー
（S

y
lv

ia
 P

la
ch

y

）
で
あ
る
。
プ
ラ

ッ
キ
ー
は
一
九
四
三
年
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で

生
ま
れ
、
一
九
五
六
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
学
校
時
代
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の

写

真

家

ア

ン

ド

レ

・

ケ

ル

テ

ィ

ー

ス

（A
n

d
ré K

ertész

）
に
出
会
っ
た
こ
と
が
、

写
真
芸
術
に
向
か
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

一
八
八
四
年
生
ま
れ
の
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル

テ
ィ
ー
ス
は
一
九
一
二
年
に
パ
リ
に
移
住

し
、
そ
こ
か
ら
一
九
三
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
移
っ
た
。
ラ
イ
カ
の
三
五
ミ
リ
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
再
出
発
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
拠
点
と
す
る
写
真
家
と
し
て
名
声
を

高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ラ
ッ
キ
ー
は
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そ
の
ケ
ル
テ
ィ
ー
ス
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

出
会
い
、
写
真
家
に
な
る
道
を
選
択
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
育
っ
た
ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
語
を
話
せ
な
い
が
、
母
プ
ラ
ッ
キ

と
度
々
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
れ
て
い
る
。 

ー

 

ハ
ー
ウ
ッ
ド
は
英
国
を
代
表
す
る
現
代

の
戯
曲
作
家
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
に
ケ

ー
プ
タ
ウ
ン
で
生
ま
れ
た
。
一
九
八
九
年

か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
・
ペ
ン

ク
ラ
ブ
代
表
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九

七
年
ま
で
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
を
務
め

た

。

一

九

九

五

年

に

上

梓

し

た

戯

曲

T
akin

g S
ide

は
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
フ

ル
ト
ベ
ン
グ
ラ
ー
と
ナ
チ
を
め
ぐ
る
思
想

的
か
つ
心
理
的
な
葛
藤
を
抉
る
作
品
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
監
督
サ
ボ

ー
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
二
○
○
一
年

に
こ
れ
を
映
画
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
映
画
評
は
『
パ
プ
リ
カ
通
信
』

臨
時
号
（
二
○
○
二
年
八
月
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。 

  

あ

 

主
人
公
の
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
は
ワ
ル
シ
ャ

ワ
・
ラ
ジ
オ
の
常
連
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
彼
と

家
族
の
運
命
は
ド
イ
ツ
侵
攻
に
よ
っ
て
、

悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
る
。
一
九
三
九
年

の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
占
領

で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
内
に
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ

ト
ー
が
作
ら
れ
、
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
が
姉
弟

や
両
親
と
と
も
に
ゲ
ッ
ト
ー
に
隔
離
さ
れ

る
。
し
か
し
、
一
九
四
二
年
に
姉
や
両
親

は
強
制
収
容
所
へ
向
か
う
列
車
に
乗
せ
ら

れ
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
去
る
。
女
性
や
老
人
は

強
制
収
容
所
で
処
刑
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
、

若
い
男
性
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ゲ
ッ
ト
ー
に

留
め
置
か
れ
、
建
設
労
働
に
従
事
さ
せ
ら

る
。 

ら
す
じ 

れ

 

シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
は
家
族
と
一
緒
に
強
制

収
容
所
送
り
に
な
る
と
こ
ろ
、
知
り
合
い

の
ナ
チ
ス
親
衛
隊
の
隊
長
が
列
車
に
向
か

う
列
の
中
か
ら
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
を
引
き
は

が
し
命
を
救
う
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
強
制

労
働
集
団
に
入
れ
ら
れ
る
。
強
制
労
働
集

団
内
部
で
反
ナ
チ
の
秘
密
組
織
が
活
動
し

て
お
り
、
蜂
起
の
準
備
が
行
わ
れ
る
。
蜂

起
が
近
づ
い
た
あ
る
日
、
秘
密
組
織
の
メ

ン
バ
ー
の
助
言
に
従
い
、
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン

は
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
逃
亡
を
図
り
、
幾
人
か

の
知
人
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
経
由
し
て
、
隠

れ
家
と
な
る
ア
パ
ー
ト
に
潜
む
。 

 

や
が
て
対
ナ
チ
へ
の
蜂
起
が
始
ま
り
、

連
合
軍
の
空
襲
も
始
ま
る
。
騒
然
と
し
た

状
況
の
中
、
隠
れ
家
に
な
っ
て
い
る
建
物

へ
の
ナ
チ
の
砲
撃
が
始
ま
り
、
さ
ら
な
る

逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
シ
ュ
ピ
ル
マ

ン
は
瓦
礫
に
な
っ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
街
を

転
々
と
し
な
が
ら
、
破
壊
さ
れ
た
家
屋
の

屋
根
裏
部
屋
に
落
ち
着
く
。
廃
屋
の
中
で

食
料
を
探
し
て
い
る
時
に
、
若
い
ド
イ
ツ

人
将
校
と
出
く
わ
す
。
短
い
会
話
の
中
で
、

職
業
を
聞
か
れ
、
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
答
え

る
。
そ
の
将
校
は
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
に
、
ピ

ア
ノ
演
奏
を
促
す
。
演
奏
の
後
、
将
校
は

シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
に
食
料
と
外
套
を
渡
し
、

ち
去
る
。 

立

 

し
ば
ら
く
し
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
は
連
合

軍
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
、
ド
イ
ツ
人
将
校
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テ
ー
マ 

は
敗
走
の
途
中
に
捕
ら
え
ら
れ
、
捕
虜
と

な
る
。 

  

題
名
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
は
こ
の
映
画
の

主
題
が
音
楽
あ
る
い
は
音
楽
家
だ
と
暗
示

し
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
、
そ
れ
を
期
待

し
た
。
確
か
に
、
物
語
は
実
在
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
と
そ
の
家
族

の
運
命
な
の
だ
が
、
映
画
の
九
割
は
ユ
ダ

ヤ
人
シ
ュ
ピ
ル
マ
ン
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の

出
来
事
を
綴
っ
て
お
り
、
音
楽
が
主
題
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
人

将
校
と
の
出
会
い
の
場
面
が
こ
の
映
画
の

売
り
物
な
の
だ
が
、
映
画
全
体
の
流
れ
か

ら
す
る
と
、
こ
の
シ
ー
ン
は
ナ
チ
か
ら
の

迫
害
の
過
程
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
す

ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
音
楽
が
主
題
だ

と
考
え
る
と
、
期
待
外
れ
に
な
る
。
朝
日

新
聞
の
映
画
批
評
で
、
あ
る
音
楽
評
論
家

が
「
廃
屋
の
ピ
ア
ノ
か
ら
響
く
の
は
調
律

さ
れ
て
い
な
い
音
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

映
画
の
ピ
ア
ノ
は
完
全
に
調
律
さ
れ
て
い

て
、
現
実
的
で
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
批

判
を
寄
せ
て
い
た
。
確
か
に
そ
の
点
は
不

自
然
さ
を
免
れ
ず
、
映
画
の
リ
ア
リ
ズ
ム

を
損
な
っ
て
い
る
が
、
逆
に
こ
の
映
画
の

題
が
音
楽
に
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

主

 

そ
れ
で
は
こ
の
映
画
の
テ
ー
マ
は
何
か
。

明
ら
か
に
、
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
占
領
か
ら
解
放
ま
で
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
を
克
明
に
描
い
た
映
画
で

あ
る
。
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
聴
衆
を
震
撼

さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
過
去
の
歴
史
的

後
景
に
流
れ
去
り
つ
つ
あ
る
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
蛮
行
を
、
若
い
世
代
が
体
験
で
き

る
と
い
う
点
で
、
優
れ
た
作
品
だ
と
い
え

る
。 

 

他
方
、
ハ
ー
ウ
ッ
ド
のT

ak
in

g
S

ide

と
比
較
す
る
と
、
何
か
物
足
り
な
さ
を
感

じ
る
。
サ
ボ
ー
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が

映
画
化
し
た

T
akin

g S
ide

は
ナ
チ
ス

と
音
楽
家
と
の
葛
藤
を
描
く
も
の
で
、
派

手
な
映
像
は
な
い
が
、
尋
問
の
迫
真
性
に

は
見
る
者
の
生
き
様
を
問
う
厳
し
さ
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
映
画
は
現
代

の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
は
向
か
な
い
。
厳

し
く
思
想
を
問
う
と
い
う
姿
勢
や
内
容
は
、

娯
楽
中
心
の
世
界
の
間
尺
に
合
わ
な
い
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
上
映
も
、
す
で
に
打
ち

切
ら
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

ヨ

 

そ
れ
に
し
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

終
わ
っ
て
六
○
年
に
も
な
ろ
う
と
い
う
の

に
、
依
然
と
し
て
、
ナ
チ
ス
の
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
が
芸
術
や
思
想
の
主
要
な
テ
ー
マ
と

し
て
生
き
て
い
る
。
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
の
ケ
ル
テ
ィ
ー
ス
の
小
説
も
、
ナ
チ

の
強
制
収
容
所
が
舞
台
だ
っ
た
。
明
ら
か

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
が
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

や
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
虐
殺
を
忘
れ

て
共
存
し
て
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
て
い

る
。
そ
れ
は
た
ん
に
民
族
の
共
存
だ
け
で

な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
が
存
続
し
て
い

く
た
め
の
思
想
的
倫
理
的
な
問
題
な
の
だ
。

そ
の
再
確
認
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る

の
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
。 

 

そ
の
こ
と
は
、
対
イ
ラ
ク
攻
撃
に
た
い

 

ー
ロ
ッ
パ
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題 
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す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
反
応
に
も
現
れ

て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
一
様
で
は
な
い
。 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
も
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
英
国
と
ス
ペ
イ
ン
と
は
違
っ
た
意

味
で
、
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ラ
ク
攻
撃
支
援

で
突
出
し
て
い
る
。
英
国
は
石
油
メ
ジ
ャ

ー
の
利
害
とE

U
内
部
で
の
特
殊
な
立
場

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
離
れ
た
島
国
で
、

か
つ
米
国
を
生
み
出
し
た
母
国
）
に
規
定

さ
れ
て
い
る
し
、
ス
ペ
イ
ン
は
首
相
の
ス

タ
ン
ド
プ
レ
ー
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
対
イ
ラ
ク
攻
撃
支
援
政
策
は
明
ら
か
に
、

五
百
万
人
と
も
七
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る

在
米
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
意
志
が

反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
複
雑
な
の
は
、

現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
も
首
相
も
、

旧
体
制
時
代
の
エ
リ
ー
ト
共
産
党
党
員
だ

っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
ん
に
支
援

を
表
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
戦
闘
要
員
を

送
る
と
い
う
選
択
を
お
こ
な
っ
た
現
在
の

政
府
の
決
定
は
ど
の
よ
う
な
政
治
的
意
思

あ
る
い
は
思
想
的
な
意
思
に
も
と
づ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
個
人
的
な
ス
タ
ン
ド

プ
レ
ー
と
し
て
八
カ
国
声
明
に
署
名
し
た

チ
ェ
コ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
違
い
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
最
初
か
ら
確
信
犯
な
の
だ
。
こ
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
姿
勢
に
、
対
ド
イ
ツ
へ
の

対
抗
心
や
ア
ラ
ブ
世
界
へ
の
蔑
視
が
見
え

隠
れ
す
る
と
考
え
る
の
は
、
筆
者
だ
け
だ

ろ
う
か
。 

も
っ
と
も
、
政
府
の
決
定
と
は
異
な
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
世
論
の
六
割
が
対
イ
ラ

ク
攻
撃
反
対
な
の
は
救
わ
れ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ロ
ー
マ
法

王
を
い
た
だ
き
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の

強
い
影
響
力
を
も
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
、
法

王
の
戦
争
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
政
府
が

イ
ラ
ク
攻
撃
を
積
極
的
支
持
す
る
本
当
の

図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

意

 
 受

 

対
イ
ラ
ク
攻
撃
開
戦
直
後
の
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
授
賞
式
は
波
乱
に
満
ち
て
い
た
。
ア

メ
リ
カ
の
銃
社
会
を
告
発
す
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
賞
を
獲
得
し
た
ム
ー
ア
監
督
は
、

激
し
い
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ブ
ッ
シ
ュ

を
批
判
し
た
。
「
ニ
セ
の
選
挙
で
選
ば
れ

た
ニ
セ
の
大
統
領
よ
、
ニ
セ
の
戦
争
の
恥

を
知
れ
」
と
。
会
場
は
騒
然
と
し
て
い
た

が
、
核
心
を
つ
い
た
発
言
だ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
会
場
で
一
番
好
意
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
ス
ピ
ー
チ
は
、
映
画
の
体
験
に
も

と
づ
き
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
エ
イ

ド
リ
ア
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ィ
の
ス
ピ
ー
チ
だ

っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

賞
ス
ピ
ー
チ 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
受
賞
者
が
対

イ
ラ
ク
攻
撃
に
反
対
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
の

に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
今
、

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
ネ
オ
コ

ン
（
ネ
オ
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ブ
）
と
呼

ば
れ
る
超
タ
カ
派
グ
ル
ー
プ
が
牛
耳
っ
て

い
る
。
こ
の
現
象
を
一
九
五
○
年
代
初
め

の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
に
よ
る
左
翼
・
進
歩

的
知
識
人
や
芸
術
家
の
パ
ー
ジ
と
重
ね
合

わ
せ
、
芸
術
へ
の
政
治
の
介
入
を
危
惧
す

映
画
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

る

 

そ
れ
に
比
べ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
旧
体
制
エ
リ
ー
ト
政
治
家
の
腰
の
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
日
本
は

ど
う
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
が
こ
れ
で
も
か
こ

れ
で
も
か
と
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
を
批
判

さ
れ
続
け
、
ド
イ
ツ
自
ら
も
そ
の
贖
罪
に

努
力
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
日
本
は
ど

う
だ
ろ
う
。
「
い
つ
ま
で
昔
の
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
か
。
賠
償
で
片
が
付
い
て
い

る
で
は
な
い
か
」
と
、
中
国
や
韓
国
の
批

判
に
取
り
合
わ
な
い
。
日
本
の
外
交
政
策

を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
自
民
党
の
タ
カ
派

に
、
日
本
の
軍
国
主
義
へ
の
反
省
は
な
い
。

小
泉
首
相
だ
っ
て
、
経
済
政
策
で
は
ず
る

ず
る
後
退
す
る
の
に
、
靖
国
参
拝
と
ア
メ

リ
カ
支
持
だ
け
は
頑
強
に
堅
持
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
保
守
本
流
は
安
心
し
て
い
る
。 

日
本
の
特
殊
性 

軽
さ
は
ど
う
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
軽
さ
は
、

彼
ら
の
思
想
転
向
の
容
易
さ
を
象
徴
し
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
旧
体
制
時
代
か
ら
確

固
た
る
思
想
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
考
え

た
方
が
、
良
く
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。 

 

 

東
京
裁
判
で
戦
争
犯
罪
者
が
処
罰
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の

戦
後
政
策
の
転
換
で
、
戦
争
遂
行
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
天
皇
の
戦
争
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
一
切
の
責
任
は
一
握
り

の
軍
人
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
。
一
億
総
無

責
任
化
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
極

刑
を
逃
れ
た
多
く
の
戦
犯
が
刑
期
を
満
了

す
る
こ
と
な
く
出
所
し
、
公
職
に
復
帰
し
、

戦
後
の
政
界
を
牛
耳
り
、
そ
れ
ら
の
人
々

が
戦
後
日
本
の
政
治
と
外
交
を
担
っ
て
き

た
。 国
民
も
ま
た
、
一
部
の
軍
人
以
外
の
す

べ
て
の
日
本
人
は
「
被
害
者
」
な
の
だ
と

い
う
錯
覚
に
陥
っ
た
。
原
爆
投
下
も
ま
た
、

ア
ジ
ア
へ
の
加
害
者
か
ら
「
被
害
者
」
へ

の
意
識
錯
覚
を
助
長
し
た
。
国
民
が
ア
ジ

ア
へ
の
加
害
者
と
し
て
の
責
任
と
意
識
を

喪
失
し
た
だ
け
で
な
く
、
戦
犯
政
治
家
が

主
導
す
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
政
治
的
軍
事
的

従
属
は
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
の
卑
屈
な
外
交

姿
勢
を
定
着
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
小
泉
首

相
の
ア
メ
リ
カ
無
条
件
支
持
の
絶
叫
は
、

お
か
し
く
も
悲
し
く
も
あ
る
が
、
こ
れ
が

日
本
の
姿
だ
。
絶
叫
し
な
く
て
も
、
分
か

っ
て
い
る
。
誰
も
驚
い
た
り
注
目
し
た
り

し
な
い
。 

*
 

映
画
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」
は
、

三
月
中
旬
よ
り
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
上
映
中
。

本
で
は
二
月
中
旬
よ
り
全
国
で
上
映
中
。 

も
っ
と
も
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
支
持

し
な
か
っ
た
ら
、
大
き
な
驚
き
を
も
た
ら

し
、
日
本
を
見
直
さ
せ
る
転
機
に
な
っ
た

だ
ろ
う
が
、
ど
う
こ
ろ
ん
で
も
、
今
の
日

本
に
ア
メ
リ
カ
を
立
て
る
道
化
師
の
役
割

を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
済
力
は

注
目
さ
れ
て
も
、
国
際
政
治
や
知
的
モ
ラ

ル
で
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
以
外
の
世
界
か

ら
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
。
お
金
以
外
に

日
本
は
何
も
期
待
さ
れ
て
い
な
い
。
多
分
、

ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
も
内
心
は
そ
う
考
え

い
る
の
だ
ろ
う
。 

て

   

日
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ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
人
会
事
務
所
移
転

の
お
知
ら
せ 

な
お
、
商
工
部
会
事
務
も
同
所
で
行
う
事

ま

 

二
〇
〇
三
年
一
月
よ
り
下
記
に
移
転
致
し

ま
し
た
の
で
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。 

に
な
り

し
た
。

e-m
ail 

ad
d

ress: 

ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
人

M
agyarországi 

T
el/F

ax: 

A
d

d
ress: H

-1054  B
u

d
ap

est V
. 

Z
oltán

 u
.13  I/1 

 n
ih
o
n
jin
k
a
i@
a
x
e
le
r
o
.h
u 

（
代
表
） 

e-m
ail 

ad
d

ress : 

  sh
ok

obu
k

ai@
axelero.h

u

（
代
表
） 

       
 
 

       

 (+
36-1)373-0400

（
代
表

） 

 Jap
án

ok
 S

zervezete 

会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
坂 

典
孝 

 

会
社
近
況 

デ
ン
ソ
ー
・
ハ
ン
ガ
リ
ー 

皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は
。D

E
N

S
O

が
ど
ん
な

会
社
か
ご
存
知
で
す
か
？
主
に
自
動
車
部
品
を

製
造
し
世
界
各
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
お
付

き
合
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
自
動
車
に
興

味
の
あ
る
方
は
ト
ヨ
タ
系
の
部
品
会
社
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
フ
ェ

ラ
ー
リ
、
ポ
ル
シ
ェ
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
等 

あ

こ
が
れ
の
車
に
も
実
は

D
E

N
S

O

製
品
が
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
空
調
関
連
、
電
子
制
御
関
連
、

エ
ン
ジ
ン
関
連
部
品
等 

車
の
見
え
な
い
部
分

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で

あ
ま
り
お
目
に
は
か
か
れ
ま
せ
ん
が
、
『
環
境

に
や
さ
し
い
車
』
、
『
安
全
性
の
高
い
車
』
、

『
快
適
に
運
転
で
き
る
車
』
実
現
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
野
で
お
客
様

の
サ
ポ
ー
ト
を
海
外
で
も
実
現
し
た
い
と
考
え
、

九
七
年
に
こ
こ
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
進
出
を
し
ま

し

た

。

場

所

は

S
zek

esfeh
erv

a
r

で

す

。

B
U

D
A

P
E

S
T

か

ら

南

西

に

約

六

五

㎞

。

B
U

D
A

P
E

S
T

と
バ
ラ
ト
ン
湖
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
ま
す
。S

ek
esfeh

erv
a

r

と
は
『
玉
座
あ
る

白
い
城
』
と
い
う
意
味
で
、
歴
代
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
国
王
が
こ
の
地
で
戴
冠
、
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ン
族
が
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
移
動
し
て
き
た
最

初
の
街
と
し
て
知
ら
れ
、
大
聖
堂
、
遺
跡
公
園

な
ど
見
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
拠
点

は
エ
ン
ジ
ン
周
り
の
部
品
を
扱
っ
て
お
り
、
デ

ン
ソ
ー
社
内
で
は
パ
ワ
ト
レ
イ
ン
事
業
グ
ル
ー

プ
の
拠
点
と
し
て
、
九
九
年
五
月
か
ら
デ
ィ
ー

ゼ
ル
噴
射
ポ
ン
プ
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
更
な
る
事
業
拡
大
を
目
指
し
、
コ

モ

ン

レ

ー

ル

シ

ス

テ

ム

製

品

（

世

界

最

高

圧

1
8
0
M
P
a

）
及
び
エ
ン
ジ
ン
周
り
機
能
製
品
（
燃

費
向
上
、
排
ガ
ス
規
制
対
応
）
の
生
産
も
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
事
業
拡
大
に
合
わ
せ
従
業

員
も
増
え
、
今
年
末
に
は
約
千
五
百
人
規
模
に

拡
大
予
定
で
す
。
日
本
人
は
現
在
二
五
名
で
、

海
外
経
験
豊
富
な
方
か
ら
初
め
て
の
赴
任
者
ま

で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
家
族
も
含

め
る
と
約
八
○
名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

補
習
校
近
辺
で
は
「
三
河
弁
」
が
標
準
語
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
冗
談
も
流
れ
て
い
ま
す 
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